
期
　
日
　
二
〇
一
七
年
十
月
七
日（
土
）・
八
日（
日
）

会
　
場
　
山
形
大
学

日
本
中
国
学
会

日
本
中
国
学
会

第
六
十
九
回
大
会
要
項
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拝　

啓

　

時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
中
国
学
会
第
六
十
九
回
大
会
を
、
来
る
十
月
七
日
（
土
）
及
び
八
日
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
、
山
形
大
学
小
白
川

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ご
参
会
の
方
は
、
同
封
の
振
込
用
紙
を
使
用
し
、
必
要
な
項
目
に
○
印
を
つ
け
、
合
計
振
込
金
額
を
ご
記
入
の
う
え
、
二
○
一
七
年

九
月
十
五
日
（
金
）
ま
で
に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
消
印
は
九
月
十
五
日
ま
で
を
有
効
と
し
、
振
替
受
領
証
を
も
っ
て
領
収
書
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
振
替
受
領
証
は
、
諸
会
費
支
払
い
済
み
の
証
明
書
と
し
て
受
付
に
て
ご
提
示
い
た
だ
く
必
要
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
大
会
参
加
の
際
に
は
お
忘
れ
な
く
ご
持
参
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬　

具

　
　

二
○
一
七
年
八
月
十
八
日

会 

員 

各 

位

日
本
中
国
学
会
理
事
長　
　
　

土　

田　

健
次
郎

第
六
十
九
回
大
会
準
備
会
代
表　
　
　

西　

上　
　
　

勝
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日本中国学会第六十九回大会
2017年10月６日（金）～８日（日）

６日
（金）

７日
（土）

８日
（日）

理　事　会

評議員会

受付開始

開　会　式

研究発表

Ⅰ.哲学・思想部会

Ⅱ.文学・語学部会

Ⅲ.日本漢文部会

記念撮影

各種委員会

研究発表

Ⅰ.哲学・思想部会

Ⅱ.文学・語学部会

Ⅲ.日本漢文部会

総　会

懇　親　会

受付開始

研究発表

Ⅰ.哲学・思想部会

Ⅱ.文学・語学部会（1）

Ⅱ.文学・語学部会（2）

理　事　会 

パネルディスカッション
（次世代シンポジウム）

閉　会　式 

※　各種委員会教室
大会委員会 37演習室　出版委員会 38演習室　論文審査委員会 31演習室
研究推進・国際交流委員会 32演習室　　　　　広報委員会 33演習室
選挙管理委員会 34演習室　　　　　　　　　将来計画特別委員会 35演習室

◆学会事務局／大会準備会控室　　基盤教育2号館211教室  

◆休憩室　　基盤教育2号館214教室

◆手荷物預かり　　基盤教育2号館212教室

◆書店出版社展示・休憩室　　基盤教育1号館一階東側　学生用多目的室

人文社会科学部2号館第二会議室

人文社会科学部2号館第二会議室

基盤教育2号館エントランス

基盤教育2号館222教室

（各会場）

第一会場　基盤教育2号館213教室

第二会場　基盤教育2号館222教室

第三会場　基盤教育2号館221教室

碁盤教育2号館正面（雨天時：同ピロティ）

人文社会科学部1号館3階各教室

（各会場）

第一会場　基盤教育2号館213教室

第二会場　基盤教育2号館222教室

第三会場　基盤教育2号館221教室

基盤教育2号館222教室

山形国際ホテル

基盤教育2号館エントランス

（各会場）

第一会場　基盤教育2号館213教室

第二会場　基盤教育2号館222教室

第三会場　基盤教育2号館221教室

人文社会科学部2号館第2会議室

第二会場　基盤教育2号館222教室

基盤教育2号館222教室 

13：00

15：00

９：00

９：30

10：00

11：45

12：00

13：30

16：00

18：00

９：30

10：00

12：00

13：00～
　15：00

15：00

日　　時 行　　事 会　　　場



－3－

研究発表・各種委員会等の会場・時間帯一覧表

※氏名欄の（数字）は発表要旨掲載頁

◆諸会費
・大会参加費　2，000円
・懇親会費　　6，000円（院生 4，000円）
・昼食弁当代　1，000円／一食
・写真代　　　1，000円

◆ご案内
・キャンパス内は全面禁煙です。ご協力をお願いします。
・大学の食堂は７日（土）のみ営業しています。キャンパス周辺の飲食店はわずかです。
・７日の各種委員会、８日の理事会の出席者には昼食弁当が出ますので、お申し
　込み頂くには及びません。
・臨時託児室のご案内は52～53頁をご覧ください。

７日
（土）

8日
（日）

Ⅰ哲学・思想部会
基盤教育2号館
213教室

第一会場
Ⅱ文学・語学部会
基盤教育2号館
222教室

第二会場
Ⅲ日本漢文部会
Ⅱ文学・語学部会
基盤教育2号館221教室

第三会場

 9：30～ 9：50

10：00～10：30

10：30～11：00

11：00～11：30

　昼休

13：30～14：00

14：00～14：30

14：30～15：00

15：00～15：30

16：00～

18：00～

10：00～10：30

10：30～11：00

11：00～11：30

11：30～12：00

12：00～13：00

13：00～15：00

15：00～

【開　会　式】　第二会場　基盤教育２号館222教室

【記　念　撮　影】　碁盤教育２号館正面（雨天時：同ピロティ）

【各 種 委 員 会】　人文社会科学部１号館３階各教室

【総　　　会】　第二会場　基盤教育２号館222教室

【懇　親　会】　山形国際ホテル

【理　事　会】　人文社会科学部２号館第２会議室

【閉　会　式】　第二会場　基盤教育２号館222教室

重信 あゆみ・董 涛（10）

藤田　衛（12）

早川　泉（13）

長谷川　隆一（14）

望月　勇希（15）

三鬼　丈知（16）

佐々木　聡（17）

夏　雨（18）

新田　元規（19）

頼　思妤（20）

戸井　久（21）

北川　直子（22）

乾　源俊（23）

川合　康三（24）

静永　健（25）

浅見　洋二（26）

和田　英信（27）

蒙　顕鵬（28）

川島　麻衣（29）

呉　雨彤（30）

趙　偵宇（31）

上原　徳子（32）

【パネルディスカッション】（44）
次世代シンポジウム
○松村 茂樹・蓋 暁星・
徐 子怡（○印は代表者）

石丸　羽菜（37）

石橋　賢太（38）

廖　海華（39）

王　侃良（40）

陳　竺慧（41）

柯　明（42）

李　莉薇（43）

黄　詩琦（33）

呉　宛怡（34）

中里見　敬（35）

福長　悠（36）
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日
本
中
国
学
会
第
六
十
九
回
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

十
月
七
日（
土
）午
前

Ⅰ ― 

１　
『
山
海
経
』に
お
け
る
図
像
の
再
現（
十
時
〜
十
時
三
十
分
） 

 
 

重
信　

あ
ゆ
み（
大
阪
府
立
大
学
）・

 
 

 
 

 
 

 
 

 

董　

涛（
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

宇
佐
美　

文
理（
京
都
大
学
）

Ⅰ ― 

２　
『
荀
爽
九
家
集
注
』の
注
釈
方
法
に
つ
い
て（
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
） 

 

藤
田　

衛（
広
島
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

近
藤　

浩
之（
北
海
道
大
学
）

Ⅰ ― 

３　
『
京
氏
易
伝
』に
み
え
る
八
宮
説
の
思
想
的
意
義（
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分
） 

早
川　

泉（
東
京
大
学
大
学
院
）　

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

近
藤　

浩
之（
北
海
道
大
学
）

十
月
七
日（
土
）午
後

Ⅰ ― 

４　
『
潜
夫
論
』慎
微
篇
か
ら
見
る
王
符
の
人
間
観
│〈
賢
人
〉に
到
る
前
提
と
し
て（
十
三
時
三
十
分
〜
十
四
時
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
谷
川　

隆
一（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

井
ノ
口　

哲
也（
東
京
学
芸
大
学
）

Ⅰ ― 

５　

楊
萬
里「
心
學
論
」と
そ
の
道
学
思
想（
十
四
時
〜
十
四
時
三
十
分
） 

 

望
月　

勇
希（
広
島
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

小
島　

毅（
東
京
大
学
）

Ⅰ
哲
学
思
想
部
会
　（
基
盤
教
育
２
号
館
二
一
三
教
室
）
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Ⅰ ― 

６　

道
教
真
元
派
の
医
学
知
識
に
つ
い
て
│
李
景
元
集
解『
淵
源
道
妙
洞
真
継
篇
』を
中
心
に（
十
四
時
三
十
分
〜
十
五
時
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
鬼　

丈
知（
大
谷
大
学
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

浦
山　

き
か（
東
北
大
学
非
常
勤
講
師
）

Ⅰ ― 

７　

近
世
社
会
に
お
け
る
発
病
書
の
受
容
と
展
開
│
元
刊『
陰
陽
備
用
選
択
成
書
』疾
病
門
を
起
点
と
し
て（
十
五
時
〜
十
五
時
三
十
分
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
々
木　

聡（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

浦
山　

き
か（
東
北
大
学
非
常
勤
講
師
）

十
月
八
日（
日
）午
前

Ⅰ ― 

８　

真
実
か
ら
伝
説
へ
│
羅
祖
の
事
跡
と
そ
の
伝
説
に
つ
い
て（
十
時
〜
十
時
三
十
分
） 

夏　

雨（
東
京
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

山
下　

一
夫（
慶
應
義
塾
大
学
）

Ⅰ ― 

９　

費
密『
弘
道
書
』の「
道
統
」「
道
脈
」論
に
お
け
る
明
代
思
想
の
継
承（
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
） 

新
田　

元
規（
徳
島
大
学
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

伊
東　

貴
之（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）

Ⅰ ― 

10　

江
戸
時
代
に
お
け
る
五
嶽
真
形
図
の
受
容（
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分
） 

 

頼　

思
妤（
東
京
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

山
田　

利
明（
東
洋
大
学
）

Ⅰ ― 

11　

留
学
期
魯
迅
の
進
化
論
理
解
と『
種
の
起
源
』邦
訳
二
種（
十
一
時
三
十
分
〜
十
二
時
） 

戸
井　

久（
埼
玉
大
学
非
常
勤
講
師
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

手
代
木　

有
児（
福
島
大
学
）
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十
月
七
日（
土
）午
前

Ⅱ ― 

１　
『
管
子
』に
お
け
る「
有
司
」の
記
述
に
着
目
し
て（
十
時
〜
十
時
三
十
分
） 

 

北
川　

直
子（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

谷
口　

洋（
東
京
大
学
）

Ⅱ ― 

２　

李
白
文
集
序
の
詩
人
像（
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
） 

 
 

 

乾　

源
俊（
大
谷
大
学
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

金　

文
京（
鶴
見
大
学
）

Ⅱ ― 

３　
「
冥
捜
」の
詩
学
│
杜
甫
か
ら
中
唐
詩
へ（
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分
） 

 

川
合　

康
三（
國
學
院
大
學
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

松
原　

朗（
専
修
大
学
）

十
月
七
日（
土
）午
後

Ⅱ ― 

４　

華
陽
公
主
の
面
影
│
白
楽
天
を
め
ぐ
る
永
貞
期
の
青
年
群
像（
十
三
時
三
十
分
〜
十
四
時
） 

静
永　

健（
九
州
大
学
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

澤
崎　

久
和（
福
井
大
学
）

Ⅱ ― 

５　

罪
人
の
文
学
│
蘇
軾
と
そ
の
詩
・
書
簡
に
つ
い
て（
十
四
時
〜
十
四
時
三
十
分
） 

浅
見　

洋
二（
大
阪
大
学
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

内
山　

精
也（
早
稲
田
大
学
）

Ⅱ ― 

６　

王
安
石
と「
半
山
」（
十
四
時
三
十
分
〜
十
五
時
） 

 
 

 

和
田　

英
信（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

東　

英
寿（
九
州
大
学
）

Ⅱ ― 

７　

黄
庭
堅
の
墨
竹
創
作
論
に
つ
い
て（
十
五
時
〜
十
五
時
三
十
分
）  

 

蒙　

顕
鵬（
九
州
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

緑
川　

英
樹（
京
都
大
学
）

Ⅱ
文
学
語
学
部
会　

（
基
盤
教
育
２
号
館
二
二
二
教
室
・
二
二
一
教
室
）

基
盤
教
育
２
号
館
二
二
二
教
室

基
盤
教
育
２
号
館
二
二
二
教
室
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十
月
八
日（
日
）午
前

Ⅱ ― 
８　

女
神
信
仰
に
お
け
る「
靴
」の
表
象（
十
時
〜
十
時
三
十
分
） 

 
 

川
島　

麻
衣（
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

牧
角　

悦
子（
二
松
學
舍
大
学
）

Ⅱ ― 

９　
「
一
様
的
人
」と
い
う
セ
リ
フ
│『
紅
楼
夢
』の
戯
曲
へ
の
改
作
に
つ
い
て（
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

呉　

雨
彤（
京
都
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

船
越　

達
志（
名
古
屋
外
国
語
大
学
）

Ⅱ ― 

10　

黄
遵
憲『
日
本
雑
事
詩
』に
お
け
る
文
体
的
特
徴
を
め
ぐ
っ
て（
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分
） 

趙　

偵
宇（
京
都
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

林　

香
奈（
京
都
府
立
大
学
）

Ⅱ ― 

11　

近
代
知
識
人
の
古
典
小
説
観
に
つ
い
て
│
林
語
堂
を
て
が
か
り
に（
十
一
時
三
十
分
〜
十
二
時
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上
原　

徳
子（
宮
崎
大
学
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

藤
井　

省
三（
東
京
大
学
）

十
月
八
日（
日
）午
前

Ⅱ ― 

12　

一
九
○
六
│
一
九
一
九
に
お
け
る『
留
美
学
生
月
報（T

he C
hinese Students’ M

onthly

）』│
雑
誌
記
事
に
み
る
文
化
的
対
抗
関
係

 
 

 
 

 
 

（
十
時
〜
十
時
三
十
分
） 

黄　

詩
琦（
京
都
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

濱
田　

麻
矢（
神
戸
大
学
）

Ⅱ ― 

13　

女
性
は
如
何
に
女
性
を
演
じ
た
か
│
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
二
○
年
の
北
京
の
演
劇
評
論
誌
に
お
け
る
性
別
と
演
技
の
批
評

 
 

 
 

 
 

（
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
） 

呉　

宛
怡（
香
港
理
工
大
学
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

濱
田　

麻
矢（
神
戸
大
学
）

基
盤
教
育
２
号
館
二
二
二
教
室

基
盤
教
育
２
号
館
二
二
一
教
室
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十
月
七
日（
土
）午
前

Ⅲ ― 

１　

清
原
家『
孝
経
』抄
物
に
み
え
る
注
釈
の
多
様
性
│
開
宗
明
義
章「
至
徳
要
道
」の
注
釈
を
例
に（
十
時
〜
十
時
三
十
分
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
丸　

羽
菜（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

水
上　

雅
晴（
中
央
大
学
）

Ⅲ ― 

２　

山
鹿
素
行
の「
主
静
」批
判
│
佐
藤
直
方
と
の
比
較
を
通
し
て（
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
橋　

賢
太（
中
央
大
学
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

吾
妻　

重
二（
関
西
大
学
）

Ⅲ ― 

３　

伊
藤
東
涯
の『
周
易
伝
義
考
異
』に
つ
い
て
│
そ
の
卦
変
説
を
例
証
と
し
て（
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

廖　

海
華（
北
海
道
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

市
來　

津
由
彦（
二
松
學
舍
大
学
）

Ⅲ
日
本
漢
文
部
会　

（
基
盤
教
育
２
号
館
二
二
一
教
室
）

Ⅱ ― 

14　

九
州
大
学
附
属
図
書
館
濱
文
庫
蔵
の
冰
心『
春
水
』手
稿
本
に
つ
い
て（
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
里
見　

敬（
九
州
大
学
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

錢　

鷗（
同
志
社
大
学
）

Ⅱ ― 

15　

穆
時
英
に
お
け
る
作
風
の
転
換
と
堀
口
大
學（
十
一
時
三
十
分
〜
十
二
時
）  

福
長　

悠（
東
北
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

白
水　

紀
子（
横
浜
国
立
大
学
）
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十
月
七
日（
土
）午
後

Ⅲ ― 
４　

荻
生
徂
徠
の
訓
点
資
料
に
お
け
る
助
字
に
つ
い
て
の
考
察
│「
而
」の
訓
読
法
を
中
心
に（
十
三
時
三
十
分
〜
十
四
時
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

王　

侃
良（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

長
尾　

直
茂（
上
智
大
学
）

Ⅲ ― 

５　

野
村
篁
園
の「
雅
詞
」に
つ
い
て
│
江
戸
時
代
に
お
け
る
填
詞
受
容
の
一
側
面（
十
四
時
〜
十
四
時
三
十
分
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

陳　

竺
慧（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

詹　

満
江（
杏
林
大
学
）

Ⅲ ― 

６　

原
采
蘋
の
漢
詩
に
お
け
る
時
間
意
識（
十
四
時
三
十
分
〜
十
五
時
） 

 

柯　

明（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

詹　

満
江（
杏
林
大
学
）

Ⅲ ― 

７　

青
木
正
児
の
京
劇
観（
十
五
時
〜
十
五
時
三
十
分
） 

 
 

 

李　

莉
薇（
華
南
師
範
大
学
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

司
会　

土
屋　

育
子（
東
北
大
学
）

十
月
八
日（
日
）午
後

　
　
　
　

表
象
文
化
研
究
の
試
み
│
中
国
映
画
研
究
の
お
も
し
ろ
さ（
十
三
時
〜
十
五
時
）

 
 

 
 

 
 

 
 

○
松
村　

茂
樹（
大
妻
女
子
大
学
）

 
 

 
 

 
 

 
 

　

蓋　

曉
星（
関
東
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）

 
 

 
 

 
 

 
 

　

徐　

子
怡（
東
京
理
科
大
学
非
常
勤
講
師
）

Ⅳ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）（
基
盤
教
育
２
号
館
二
二
二
教
室
）
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発
表
要
旨
　
　
　
　
　

第
一
部
会（
Ⅰ
哲
学
・
思
想
部
会
）

Ⅰ ― 
１　
『
山
海
経
』に
お
け
る
図
像
の
再
現　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
信　

あ
ゆ
み（
大
阪
府
立
大
学
）・
董　

涛（
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
）

　

本
発
表
は
、『
山
海
経
』に
付
随
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
図
像
の
検
討
・
再
現
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、『
山
海
経
図
讃
』研
究
を
行
っ
て

い
る
董
涛
氏
と
の
共
同
発
表
で
あ
る
。

　
『
山
海
経
』は
古
代
中
国
の
神
話
的
地
理
書
で
あ
る
。そ
こ
に
は
ふ
し
ぎ
な
姿
形
を
し
た
神
や
動
植
物
が
記
さ
れ
る
。そ
こ
に
は
も
と
図
が
あ
っ
た
。

清
の
郝
懿
行
は『
山
海
経
箋
疏
』の
中
で
図
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　

明
刊
覆
宋
本
で
あ
る
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の『
山
海
経
』に
付
さ
れ
て
い
る
図
は
、明
代
に
文
章
か
ら
描
き
お
こ
し
た
も
の
で
、『
山
海
経
』

成
立
当
初
の
も
の
と
は
隔
た
り
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

本
研
究
で
は
現
存
す
る『
山
海
経
』の
版
本
及
び
図
を
比
較
検
討
す
る
。そ
の
の
ち
帛
画
・
壁
画
・
画
像
石
な
ど
の
図
像
的
資
料
を
精
査
す
る
こ
と
で

『
山
海
経
』成
立
当
初
の
図
を
出
来
う
る
限
り
再
現
す
る
。

　

底
本
は
新
出
資
料
の
故
宮
博
物
院
所
蔵
曹
善
本（
元
）を
使
用
す
る
。こ
の
こ
と
は
、『
山
海
経
』研
究
に
と
っ
て
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

本
発
表
で
は
西
王
母
図
像
の
再
現
を
行
う
。『
山
海
経
』で
は
西
王
母
は「
豹
尾
虎
歯
、蓬
髪
戴
勝
」と
み
え
る
。後
漢
早
期
の
画
像
石
に「
田
王
母
」と

刻
さ
れ
る
図
像
が
あ
る
。（
図
１
）こ
れ
ま
で「
田
」と
読
ま
れ
て
い
る
が
、隷
書
の「
西
」に
は「
田
」に
近
い
字
形
が
あ
り
、「
西
王
母
」で
あ
ろ
う
。歯
が

ギ
ザ
ギ
ザ
で
、ヒ
ゲ
が
あ
り
、頭
に
は
か
ん
ざ
し
付
き
の
冠
が
描
か
れ
る
。こ
の
図
像
は「
豹
尾
虎
歯
、蓬
髪
戴
勝
」と
い
う『
山
海
経
』の
記
述
に
最
も

近
い
姿
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。男
の
蓋
然
性
が
高
い
。こ
こ
に
は
美
し
い
西
王
母
の
姿
は
な
い
。元
、趙
道
一『
歴
世
真
仙
体
道
通
鑑
後
集
』に
は「
天
姿

奄
靄
、靈
顔
絶
世
、眞
靈
人
也
」と
記
載
さ
れ
る
。同
時
代
の
永
楽
宮
三
清
殿
西
壁
壁
画
に
描
か
れ
た
西
王
母
は
美
し
く
気
品
が
あ
る
。西
王
母
は
九
霊
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太
妙
亀
山
金
母
、太
霊
九
光
亀
台
金
母
と
呼
ば
れ
、現
在
で
も
中
国
や
台
湾
に
お
い
て
は
王
母
娘
娘
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
、女
性
で
あ

る
。

　

明
、王
崇
慶『
山
海
経
釈
義
』（
図
２
）や
清
、汪
紱『
山
海
経
存
』（
図
３
）に
載
せ
ら
れ
て
い
る
西
王
母
図
像
が「
豹
尾
虎
歯
、蓬
髪
戴
勝
」を
表
現
し
た

も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

（図１）

（図２）

（図３）
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Ⅰ ― 

２　
『
荀
爽
九
家
集
注
』の
注
釈
方
法
に
つ
い
て　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

衛（
広
島
大
学
大
学
院
）

　
『
荀
爽
九
家
集
注
』（
以
下
、『
九
家
易
』）は
、『
経
典
釈
文
』序
録
に
よ
る
と
、荀
爽
・
京
房
・
馬
融
・
鄭
玄
・
宋
衷
・
虞
翻
・
陸
績
・
姚
信
・
翟
子
玄
の
九
人

の『
易
』の
集
注
で
あ
る
。そ
の
内
、荀
爽
が
主
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら「
荀
爽
」と
冠
せ
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。し
か
し
な
が
ら
、そ
の
作
者
・
成
立
時
期
は

と
も
に
審
ら
か
で
な
い
。『
九
家
易
』は
す
で
に
散
逸
し
て
お
り
、明
・
王
謨『
九
家
易
解
』、孫
堂『
九
家
周
易
集
注
』、清
・
黄
奭『
九
家
易
集
注
』、徐
芹
庭

「《
周
易
旬
爽
九
家
集
注
》闡
微
」（『
漢
易
闡
微 

上
下
』（
中
国
書
店
、二
〇
一
〇
）第
十
六
章「《
荀
九
家
易
》」）と
い
っ
た
輯
本
が
あ
る
。こ
れ
ら『
九
家

易
』の
輯
佚
書
は
大
同
小
異
で
あ
り
、そ
の
九
割
方
は
唐
・
李
鼎
祚『
周
易
集
解
』か
ら
に
拠
っ
て
い
る
。

　

本
発
表
で
取
り
上
げ
る
の
は
、『
九
家
易
』の
注
釈
方
法
で
あ
る
。『
九
家
易
』は
九
人
の
易
注
の
集
積
と
い
う
が
、何
晏
の『
論
語
集
解
』の
よ
う
な
注

釈
の
寄
せ
集
め
で
あ
っ
た
の
か
、そ
れ
と
も
そ
れ
と
は
異
な
る
形
式
を
持
っ
て
い
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。徐
芹
庭
は
、『
漢
易
闡
微 

下
』に
て
、『
九

家
易
』と
九
人
の
諸
注
と
を
比
較
し
一
致
す
る
部
分
を
指
摘
す
る
も
の
の
、ど
の
よ
う
な
注
釈
だ
っ
た
の
か
ま
で
は
論
じ
て
い
な
い
。ま
た
、張
恵
言

『
周
易
荀
氏
九
家
』は
荀
爽
易
注
と『
九
家
易
』と
合
わ
せ
て
論
じ
、徐
芹
庭
は『
九
家
易
』に
よ
っ
て
荀
爽
易
注
を
補
完
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る

よ
う
に
、『
九
家
易
』は
荀
爽
易
注
の
影
響
に
重
き
を
置
か
れ
論
じ
ら
れ
て
き
た
。し
か
し
、『
九
家
注
』が
九
人
の
集
注
で
あ
る
以
上
、荀
爽
ば
か
り
に

焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
妥
当
な
も
の
か
再
検
討
を
要
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、『
九
家
易
』と
九
人
の
易
注
と
の
比
較
を
通
し
て
、『
九
家
易
』の
注
釈
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
。そ
し
て『
九
家
易
』は
、荀
爽
易
注
を
中
核

と
し
な
が
ら
も
、編
者
の
見
解
を
交
え
な
が
ら
九
人
の
易
注
を
統
合
し
、一
つ
の
注
に
再
構
築
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
い
。
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Ⅰ ― 

３　
『
京
氏
易
伝
』に
み
え
る
八
宮
説
の
思
想
的
意
義　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
川　

泉（
東
京
大
学
大
学
院
）

　

先
秦
の
諸
子
百
家
の
時
代
に
始
ま
る
官
界
の
思
想
闘
争
は
前
後
漢
の
間
に
儒
学
優
勢
が
決
定
的
と
な
る
が
、そ
の
儒
学
の
経
典
中
で
も
最
高
の
価

値
を
認
め
ら
れ
た
の
が
占
書『
周
易
』で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。当
時
主
流
の
易
学
は
卦
象
と
数
の
解
釈
を
強
調
す
る
こ
と
か
ら
、後
世
の
義
理
易
に

対
し
て
象
数
易
と
称
さ
れ
る
。象
数
易
は
様
々
の
占
筮
理
論
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
が
、そ
の
構
造
の
難
解
さ
ゆ
え
に
未
解
明
の
部
分

も
多
い
。

　

発
表
者
は
論
文「
飛
伏
説
か
ら
み
る『
京
氏
易
伝
』の
八
宮
構
造
」（『
中
国
哲
学
研
究
』第
二
十
九
号
）に
お
い
て
、象
数
易
を
代
表
す
る
前
漢
の
易
学

者
京
房
の『
京
氏
易
伝
』中
の
占
筮
理
論
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
飛
伏
」に
注
目
し
た
。こ
の
理
論
は
し
ば
し
ば
、六
爻
の
陰
陽
が
全
て
異
な
る
ふ
た
つ
の

六
十
四
卦
を「
飛
」と「
伏
」の
組
に
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、当
該
論
文
で
の
検
討
に
よ
り
こ
れ
は
ふ
た
つ
の
三
爻
八
卦
を
組
に
し
た
着

想
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。さ
ら
に
こ
の
分
析
か
ら
、『
京
氏
易
伝
』全
体
を
支
え
る
独
自
の
六
十
四
卦
構
造「
八
宮
」が
、孟
喜
の
十
二
消
息
の

単
な
る
模
倣
で
は
な
く
、「
八
卦
」の「
正
性
」の
衰
亡
を
描
く
と
い
う
京
房
の
独
創
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。八
宮
は
通
行
本『
周

易
』の
卦
序
に
対
し
て
全
く
新
し
い
卦
序
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、こ
の
含
意
は
京
房
に
と
っ
て
軽
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
発
表
で
は
、以
上
の
よ
う
な『
京
氏
易
伝
』の
八
宮
構
造
の
、そ
れ
以
降
の
易
学
に
お
け
る
継
承
と
発
展
に
つ
い
て
、『
周
易
集
解
』や『
隋
書
』五
行

志
な
ど
に
残
る
後
漢
・
魏
晋
南
北
朝
諸
家
の
説
を
材
料
に
検
討
し
、後
世
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
京
房
の
易
説
の
中
で
も
中
核
的
発
想
と
目
さ

れ
る
こ
の
説
の
思
想
的
意
義
を
考
察
し
た
い
。
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Ⅰ ― 

４　
『
潜
夫
論
』慎
微
篇
か
ら
見
る
王
符
の
人
間
観
│〈
賢
人
〉に
到
る
前
提
と
し
て　
　
　

長
谷
川　

隆
一（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）

　

王
符
は
、夙
に
侯
外
廬
氏
・
馮
友
蘭
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、一
方
で
従
来
の
天
人
観
を
承
認
し
な
が
ら
も
、人
為
を
強
調
し
て
い
る
。そ
れ
は
、日

原
利
国
氏
・
金
谷
治
氏
・
田
中
麻
紗
巳
氏
も
同
様
の
理
解
で
あ
り
、近
年
で
は
渡
部
東
一
郎
氏
が
、『
尚
書
』皐
陶
謨
の「
天
工
人
其
代
之
」を
王
符
が
多

用
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、人
為
の
強
調
に
対
す
る
理
論
的
な
根
拠
を
与
え
て
い
る
。つ
ま
り
、王
符
が〈
人
為
〉と
い
う
こ
と
を
非
常
に
重
要
視
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
理
解
と
い
っ
て
よ
い
。

　

王
符
が〈
人
為
〉を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
、上
の
如
く
で
あ
る
が
、後
漢
時
代
に
は
一
般
的
な
考
え
と
さ
れ
る〈
性
三
品
説
〉と〈
人
為
〉の
重
視
を

重
ね
合
わ
せ
る
と
、な
お
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
存
在
す
る
。そ
れ
は
、〈
性
三
品
説
〉が
厳
格
に
適
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、否
か
、で
あ

る
。本
報
告
で
は
、こ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、『
潜
夫
論
』慎
微
篇
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、検
討
を
行
う
。特
に
慎
微
篇
で
重
要
で
あ
る
記
述
は
、「
布

衣
有
り
善
を
積
む
こ
と
怠
ら
ざ
れ
ば
、必
ず
顔
、閔
の
賢
に
致
し
、悪
を
積
む
こ
と
休
ま
ざ
れ
ば
、必
ず
桀
、跖
の
名
に
致
す
」と
い
う
箇
所
で
あ
り
、こ

れ
に
つ
い
て
は
、二
つ
の
見
解
が
存
在
す
る
。田
中
麻
紗
巳
氏
は
、『
潜
夫
論
』に
お
い
て〈
性
三
品
説
〉は
確
か
に
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、当
該
の
記
述

こ
そ
が
、王
符
の
人
間
観
の
根
幹
を
成
す
と
見
、多
分
に
留
保
は
設
け
な
が
ら
も
、〈
性
三
品
説
〉を
前
提
と
考
え
な
い
。対
し
て
日
原
利
国
氏
は
、王
符

は〈
性
三
品
説
〉を
厳
格
に
適
用
し
て
い
た
と
認
識
し
、当
該
の
記
述
を
、中
庸
の
民
の
み
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

上
記
を
踏
ま
え
た
上
で
、本
報
告
で
は
、慎
微
篇
の
記
述
・
先
行
研
究
を
手
が
か
り
に
王
符
の
人
間
観
を
検
討
し
、そ
れ
と
彼
の〈
賢
人
〉修
養
と
の

関
わ
り
、そ
し
て
、彼
の
直
面
し
て
い
た〈
現
実
〉と
の
連
関
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。さ
す
れ
ば
、彼
の〈
現
実
〉に
規
定
さ
れ
た
立

体
的
な
人
間
観
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
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楊
萬
里「
心
學
論
」と
そ
の
道
学
思
想　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

望
月　

勇
希（
広
島
大
学
大
学
院
）

　

南
宋
を
代
表
す
る
詩
人
と
し
て
名
高
い
楊
萬
里（
一
一
二
七
〜
一
二
〇
六
）は
、朱
熹
、陸
九
淵
ら
と
同
じ
く
、北
宋
の
程
子
お
よ
び
程
門
に
発
す
る

道
学
思
想
の
展
開
と
し
て
の
一
面
も
持
っ
て
い
た
。し
か
し
、『
誠
齋
易
伝
』の
易
学
を
除
い
て
、そ
の
思
想
に
つ
い
て
は
従
来
あ
ま
り
検
討
対
象
と
さ

れ
て
い
な
い
。そ
こ
で
、道
学
思
想
家
と
し
て
の
一
面
を
持
つ
こ
の
楊
萬
里
の
像
に
迫
る
べ
く
、発
表
者
は
先
に
、「
楊
萬
里
心
學
思
想
研
究
序
説―

「
中
庸
」の
解
釈
を
中
心
と
し
て―

」（『
東
洋
古
典
學
研
究
』第
四
十
二
集
）を
発
表
し
、「
中
庸
」の「
未
発
已
発
」に
つ
い
て
の
彼
の
議
論
や
性
善
説
な

ど
に
つ
い
て
、初
歩
的
に
検
討
し
た
。

　

本
発
表
は
、楊
萬
里
の
学
問
観
や
心
性
論
が
、比
較
的
ま
と
ま
っ
た
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
る「
心
學
論
」三
巻（
四
部
叢
刊
本『
誠
齋
集
』巻
八
四
〜
八

六
所
収
）の
全
体
的
検
討
を
通
じ
て
、彼
が
南
宋
前
期
と
い
う
時
代
、ど
の
よ
う
な
関
心
を
持
ち
な
が
ら
議
論
を
行
い
、ど
の
よ
う
な
思
想
傾
向
を

持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
は
、「
心
學
論
」に
お
け
る
議
論
の
内
容
を
紹
介
し
た
上
で
、経
書
や
聖
人
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
思
索
を
楊
萬
里
が
展
開
し
て
い
た
か
に
つ

い
て
言
及
す
る
。経
書
に
込
め
ら
れ
た
聖
人
の「
道
」と
、経
書
の
言
葉
の
関
係
。顏
回
、曽
子
と
い
っ
た「
道
」を
体
得
し
た
人
び
と
の
境
涯
の
あ
り
方
。

さ
ら
に
は
、「
心
」の
本
来
的
性
格
と
、そ
れ
に
基
づ
く
工
夫
論
。「
心
學
論
」に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
課
題
を
、楊
萬
里
の
感
覚
に
寄
り

添
い
な
が
ら
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、ど
の
よ
う
な
学
び
を
楊
萬
里
が
志
向
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。同
時
に
、そ
こ
か
ら
見
え
て
く

る「
心
學
論
」の
思
想
史
的
位
置
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、南
宋
前
期
に
お
け
る
、道
学
思
想
家
と
し
て
の
楊
萬
里
の
像
を
探
究
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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道
教
真
元
派
の
医
学
知
識
に
つ
い
て
│
李
景
元
集
解『
淵
源
道
妙
洞
真
継
篇
』を
中
心
に　
　

三
鬼　

丈
知（
大
谷
大
学
）

　
『
淵
源
道
妙
洞
真
継
篇
』（『
道
蔵
』太
玄
部
、以
下『
妙
真
継
篇
』）は
、「
真
元
門
生
李
景
元
集
解
」と
題
さ
れ
て
お
り
、道
教
の
上
方
真
元
派
の
経
典
に
李

景
元
と
い
う
人
物
が
注
解
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。そ
の
上
中
巻
に
は
、天
地
と
気
候
の
巡
り
及
び
人
体
五
臓
六
腑
な
ど
と
の
相
関
が
説
か
れ
、下
巻
で

は「
盧
氏
」に
よ
る
臓
腑
解
剖
の
説
を
述
べ
、さ
ら
に
内
丹
術
に
も
説
き
及
ん
で
お
り
、全
般
に
わ
た
っ
て
多
く
の
医
学
知
識
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

上
方
真
元
派
が
ど
の
よ
う
な
教
派
で
あ
っ
た
か
は
、王
卡
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。王
氏
に
よ
れ
ば
、こ
の
道
教
教
派

は
、「
上
方
天
尊
」を
主
神
と
し
て
奉
じ
、「
上
方
四
経
」を
伝
習
し
、「
真
元
の
道
」に
つ
い
て
修
業
し
、「
真
元
雲
篆
」と
い
う
符
籙
の
術
を
行
う
一
派
で

あ
る
と
い
う
。

　

上
方
真
元
派
の
経
典
に
は
、「
上
方
四
経
」に
加
え
、さ
ら
に
三
種
の
経
典
が
あ
り
、あ
わ
せ
て
七
種
の
経
典
が
伝
え
ら
れ
た
ら
し
い
。元
好
問『
通
仙

観
記
』な
ど
の
記
載
か
ら
、こ
れ
ら
経
典
の
成
立
は
金
末
元
初
の
こ
ろ
で
あ
り
、河
南
省
王
屋
山
の
道
士
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。李
景
元
は
、戊
辰
の
年（
一
二
六
八
年
か
）に
こ
れ
ら
七
種
の
経
典
を
師
よ
り
授
か
り
、そ
の
う
ち
の
一
つ『
妙
真
経
』に
注
解
を
加
え
た
も
の
が

『
妙
真
継
篇
』で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

上
方
真
元
派
の
経
典
が
世
に
出
た
と
み
ら
れ
る
金
末
元
初
の
こ
ろ
と
い
え
ば
、中
国
医
学
に
お
い
て
は
、臓
腑
経
絡
理
論
の
発
展
や
、運
気
論
に
基
づ

い
た
新
理
論
に
よ
る
医
学
が
興
隆
し
て
い
た
。『
妙
真
継
篇
』上
中
巻
の
医
学
知
識
の
多
く
は
、『
聖
済
総
録
』（
一
一
一
二
年
）か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、

『
聖
済
総
録
』は
、運
気
論
を
重
視
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。『
妙
真
継
篇
』も
運
気
論
な
ど
新
理
論
の
影
響
を
受
け
た
は
ず
で
あ
る
が
、直
接
的
な
影
響
よ

り
も
む
し
ろ
、独
自
の
宇
宙
観
・
身
体
観
が
示
さ
れ
て
お
り
注
目
に
値
す
る
。例
え
ば
、天
象
に
黄
道
十
二
宮
を
用
い
る
こ
と
は
、道
教
文
献
の
中
で
も
特

異
な
も
の
で
あ
ろ
う
。こ
の
書
を
通
し
て
、当
時
の
医
学
と
道
教
と
の
あ
い
だ
で
ど
の
よ
う
な
関
連
が
見
ら
れ
る
か
、考
察
を
試
み
た
い
。
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近
世
社
会
に
お
け
る
発
病
書
の
受
容
と
展
開
│
元
刊『
陰
陽
備
用
選
択
成
書
』疾
病
門
を
起
点
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

聡（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

　
「
発
病
書
」と
は
、占
病
、す
な
わ
ち
陰
陽
・
五
行
・
干
支
・
建
除
な
ど
に
基
づ
き
病
気
を
占
う
術
を
詳
解
し
た
書
物
で
あ
る
。占
病
に
関
す
る
文
献
に

は
、通
俗
医
療
と
道
教
、お
よ
び
占
術
が
結
び
つ
い
た
内
容
が
豊
富
に
見
ら
れ
、そ
の
背
景
に
あ
る
辟
邪
信
仰
や
鬼
神
観
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
資

料
で
あ
る
。

　

従
来
、占
病
の
研
究
は
、敦
煌
文
献
、特
に「
発
病
書
」の
題
を
持
つP.2589

を
起
点
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、劉
永
明「
敦
煌

道
教
的
世
俗
化
之
路―
敦
煌《
発
病
書
》研
究
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』二
〇
〇
六
年
第
一
期
）や
最
近
刊
行
さ
れ
た
陳
于
柱『
敦
煌
吐
魯
番
出
土
発
病
書
整
理
研

究
』（
科
学
出
版
社
、二
〇
一
六
年
）が
挙
げ
ら
れ
る
。特
に
後
者
は
、非
漢
文
文
献
を
含
む
発
病
書
の
網
羅
的
な
整
理
研
究
で
あ
り
、陳
氏
に
よ
り
敦
煌
・
吐

魯
番
に
お
け
る
占
病
の
実
態
は
、か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

　

そ
の
一
方
で
、後
世
の
発
病
書
に
つ
い
て
は
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。た
と
え
ば
陳
于
柱
氏
は
、該
当
す
る
書
名
が
歴
代
の
目
録
に
見
え
な
い
た
め
に
、

中
国
の
学
界
で
は
、発
病
書
が
前
近
代
に
お
い
て
広
く
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
疑
問
視
す
る
向
き
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る（
前
掲
書
二
六
頁
）。

　

し
か
し
、実
際
に
は
発
病
書
の
内
容
の
多
く
は
日
用
類
書
に
継
承
さ
れ
お
り
、明
末
に
出
版
さ
れ
た『
万
用
正
宗
』や『
万
宝
全
書
』な
ど
に
設
け
ら

れ
た「
法
病
門
」に
は
、敦
煌
の
発
病
書
と
よ
く
似
た
内
容
が
見
え
る
。も
っ
と
も
敦
煌
写
本
と
日
用
類
書
の
間
に
は
、時
代
的
・
地
域
的
な
隔
た
り
が

か
な
り
あ
る
。そ
こ
で
注
目
す
る
の
が
、広
島
市
立
図
書
館
浅
野
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る『
陰
陽
備
用
選
択
成
書
』で
あ
る
。こ
の
書
物
は
最
近
、磯
部
彰

『
広
島
市
立
図
書
館
蔵
浅
野
文
庫
漢
籍
図
録
』（
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、二
〇
一
五
年
）で
紹
介
さ
れ
た
が
、こ
れ
ま
で
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。近
年
、報
告
者
が
磯
部
氏
の
紹
介
を
受
け
て
本
書
の
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、そ
の
中
に
発
病
書
や
法
病
門
と
よ
く
似
た「
疾
病
門
」が
含
ま
れ

る
こ
と
に
気
づ
い
た
。本
報
告
で
は
、こ
の
疾
病
門
を
起
点
と
し
て
近
世
に
お
け
る
発
病
書
の
受
容
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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真
実
か
ら
伝
説
へ
│
羅
祖
の
事
跡
と
そ
の
伝
説
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏　

雨（
東
京
大
学
大
学
院
）

　

本
発
表
の
研
究
対
象
は
羅
祖
の
事
跡
と
そ
の
伝
説
に
つ
い
て
で
あ
る
。羅
祖
が
創
立
し
た
羅
教
は
明
清
に
亘
っ
て
広
く
流
伝
し
た
。分
派
の
一
つ

で
あ
る
水
手
羅
教
の
組
織
は
、青
幇
の
前
身
で
あ
っ
た
。

　

羅
祖
の
事
跡
は
主
に
羅
教
の
経
典『
開
心
法
要
』版〈
五
部
六
册
〉中
の『
苦
功
悟
道
卷
』に
あ
る『
祖
師
行
脚
十
字
恩
情
妙
頌
』に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、役
人
の
題
奏
や
僧
侶
の
筆
記
等
に
も
断
片
的
な
記
載
が
あ
る
。羅
教
分
派
の
斎
教
の
経
典『
三
祖
行
脚
因
由
宝
卷
』や
青
幇
の
幇
会
手
册
に

も
、羅
祖
に
関
す
る
伝
説
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。比
較
的
成
書
が
早
い『
苦
功
悟
道
卷
』の
中
で
は
羅
祖
は
史
実
に
近
い
形
で
描
か
れ
て
お
り
、一
方
で

比
較
的
成
書
が
遅
い
資
料
で
は
羅
祖
が
神
格
化
さ
れ
、そ
の
事
跡
も
奇
蹟
と
し
て
祭
り
上
げ
ら
れ
、伝
説
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、多
く
の
学
者
は
羅
祖
の
伝
説
を
余
り
重
視
し
な
か
っ
た
。こ
れ
ら
の
文
書
の
分
析
で
、羅
祖
伝
説
形
成
の
起
源
や
そ
の
影
響

を
遡
及
す
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
彼
ら
が
教
団
を
構
築
し
た
歴
史
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
報
告
者
は
考
え
て
い
る
。

　

本
発
表
の
内
容
は
三
部
分
で
構
成
さ
れ
る
。第
一
部
は
羅
祖
の
事
跡
で
あ
る
。こ
の
部
で
は
、報
告
者
は
羅
祖
と
羅
教
に
つ
い
て
簡
単
な
紹
介
を
行

う
と
と
も
に
、『
苦
功
悟
道
卷
』、役
人
の
題
奏
、僧
侶
の
筆
記
等
の
資
料
を
用
い
て
史
実
に
近
い
形
で
描
か
れ
た
羅
祖
の
事
跡
を
比
較
分
析
し
て
い

く
。第
二
部
は
後
世
の
羅
祖
伝
説
で
あ
る
。報
告
者
は
、『
三
祖
行
脚
因
由
宝
卷
』及
び
幾
つ
か
の
青
幇
会
手
冊
に
見
ら
れ
る
、幇
会
が
自
ら
の
起
源
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
部
分
を
比
べ
、史
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、仏
教
と
道
教
の
影
響
、演
義
小
説
化
、政
府
に
親
和
的
な
立
場
を
取
る
等
の
特
徴
を

ま
と
め
る
。と
り
わ
け
指
摘
す
べ
き
は
、羅
祖
伝
説
の
一
部
の
経
緯
が
馮
夢
龍
の『
警
世
通
言
』に
あ
る『
李
謫
仙
醉
草
嚇
蛮
書
』の
話
と
非
常
に
類
似

し
て
い
る
点
で
あ
り
、報
告
者
は
こ
れ
を
比
較
検
討
す
る
。第
三
部
は
結
論
で
あ
る
。報
告
者
は
羅
祖
伝
説
の
プ
ロ
ッ
ト
、叙
述
方
式
等
の
特
徴
を
分

析
す
る
こ
と
で
、羅
教
信
者
た
ち
が
開
祖
を
自
ら
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、そ
し
て
そ
の
意
識
が
構
築
さ
れ
た
原
因
を
探
求
し
た
い
。
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費
密『
弘
道
書
』の「
道
統
」「
道
脈
」論
に
お
け
る
明
代
思
想
の
継
承　
　
　
　
　
　
　

新
田　

元
規（
徳
島
大
学
）

　

明
末
清
初
の
人
、費
密（
一
六
二
五―

一
七
〇
一
）は
、そ
の
著
書『
弘
道
書
』に
お
い
て
、い
わ
ゆ
る「
道
統
」に
つ
い
て
の
独
自
説
を
打
ち
出
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
。費
密
に
よ
れ
ば
、「
道
」の
内
実
は
、「
正
し
い
心
の
あ
り
方
」で
は
な
く
、「
治
平
を
実
現
す
る
た
め
の
政
教
・
礼
楽
」で
あ
り
、そ
の
主

な
担
い
手
は
、師
儒
で
は
な
く
、現
に
統
治
に
あ
た
る
君
主
で
あ
る
。歴
代
の
君
主
が「
道
」の
実
現
者
と
し
て「
道
統
」を
形
成
す
る
一
方
で
、聖
門
以

来
の
儒
者
は
、下
に
あ
っ
て
経
書
を
保
存
し
、「
道
」の
伝
承
者
と
し
て「
道
脈
」を
形
成
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。本
報
告
で
は
、「
道
」の
内
実
と
担
い

手
を
め
ぐ
る
費
密
の
独
自
説
に
つ
い
て
、次
の
二
点
を
検
討
す
る
。

　

検
討
の
第
一
点
は
、明
代
中
後
期
か
ら
清
代
前
期
に
活
性
化
し
た「
道
統
」を
め
ぐ
る
議
論
と
の
関
係
で
あ
る
。こ
の
時
期
、陽
明
後
学
と
批
判
者
の

間
で
は
、道
統
を
継
承
し
た
師
儒
の
顔
ぶ
れ
や
、道
の
担
い
手
を
儒
者
に
求
め
る
か
君
主
に
求
め
る
か
と
い
っ
た
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
議
論
が
行
わ

れ
て
お
り
、ま
た
、各
種
の
学
統
論
も
盛
ん
に
著
さ
れ
た
。こ
れ
ら
同
時
代
の
動
向
と
、費
密
の「
道
統
」「
道
脈
」二
元
論
と
の
関
係
・
異
同
を
探
る
。

　

検
討
の
第
二
点
は
、費
密
が
明
示
的
に
参
照
し
て
い
る
明
人
の
所
説
と
の
影
響
関
係
で
あ
る
。「
道
統
」「
道
脈
」二
元
論
は
独
自
性
が
高
い
も
の
に

思
え
る
が
、費
密
当
人
は
、む
し
ろ
、自
説
の
画
期
性
を
抑
え
気
味
に
評
価
し
、自
身
の
所
説
が
あ
く
ま
で
明
代
ま
で
の
諸
儒
の
説
を
継
承
す
る
も
の

で
あ
る
と
主
張
す
る
。費
密
は
、実
際
に
、自
説
の
先
蹤
に
あ
た
る
明
人
の
言
説
を
豊
富
に
挙
げ
、そ
こ
に
は
、宋
学
の
道
統
論
へ
の
批
判
が
、明
代
か

ら
伏
流
と
し
て
存
在
し
て
い
た
か
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。明
人
の
所
説
が
、費
密
に
及
ぼ
し
て
い
る
実
質
の
影
響
が
ど
の
程
度
で
あ
る
か
を
、費
密

自
身
が
影
響
関
係
を
仮
構
し
て
い
る
面
が
あ
る
こ
と
も
想
定
し
な
が
ら
、改
め
て
検
討
す
る
。
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江
戸
時
代
に
お
け
る
五
嶽
真
形
図
の
受
容　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼　

思
妤（
東
京
大
学
大
学
院
）

　

本
報
告
は
、五
嶽
真
形
図
が
日
本
の
江
戸
時
代
に
お
い
て
如
何
に
受
容
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
基
礎
的
な
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ

る
。五
嶽
真
形
図
と
は
道
教
の
代
表
的
な
護
符
の
一
つ
で
あ
り
、五
方
の
五
嶽
そ
れ
ぞ
れ
を
意
味
・
代
表
す
る
五
つ
の
図
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
一
組

の
図
形
で
あ
る
。現
在「
五
嶽
真
形
図
」と
称
さ
れ
る
も
の
に
は
地
図
式
五
嶽
真
形
図
と
唐
鏡
系
五
嶽
真
形
図
と
い
う
概
ね
二
種
類
の
樣
式
が
あ
り
、

ど
ち
ら
も
日
本
に
伝
わ
っ
た
。

　

徳
川
光
圀
は
か
つ
て
五
嶽
真
形
図
を
自
身
の
花
押
の
原
型
と
し
て
採
用
し
た
。ま
た
、発
表
者
は
徳
川
光
圀
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
渡
来
僧
、東

皐
心
越
が
残
し
た
五
嶽
真
形
図
に
も
注
目
し
て
い
る
。支
配
階
級
の
徳
川
光
圀
が
道
教
の
図
を
、自
ら
を
象
徴
す
る
花
押
に
使
用
し
た
こ
と
に
は
ど

の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
。こ
う
し
た
問
題
を
解
読
す
る
前
の
基
礎
作
業
と
し
て
、報
告
者
が
現
在
收
集
し
た
版
本
資
料
か
ら
、徳
川
光
圀
が
使

用
し
た
図
像
が
唐
鏡
系
五
嶽
真
形
図
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

　

さ
ら
に
、徳
川
光
圀
の
花
押
の
ほ
か
に
、江
戸
時
代
の
旅
行
文
化
に
お
い
て
、唐
鏡
系
五
嶽
真
形
図
が
御
利
益
の
あ
る
お
守
り
と
し
て
実
際
に
利
用

さ
れ
て
い
た
事
実
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。唐
鏡
系
五
嶽
真
形
図
は
旅
行
安
全
の
た
め
の
護
身
符
と
し
て
、道
教
の
登
涉
術
が
東
ア
ジ
ア
に
伝
播

し
影
響
し
た
最
も
よ
い
例
と
な
っ
た
。こ
れ
は
非
常
に
意
義
深
い
。こ
の
よ
う
な
観
点
の
も
と
、現
在
見
つ
か
っ
た
八
隅
盧
菴『
旅
行
用
心
集
』及
び
フ

ラ
ン
ス
国
家
図
書
館
蔵
の
東
海
道
・
中
山
道
里
程
表
等
の
文
献
資
料
を
対
象
と
し
て
こ
れ
に
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

　

近
世
東
ア
ジ
ア
交
流
史
に
お
け
る
道
教
思
想
伝
播
の
様
相
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
未
だ
難
し
い
状
況
に
あ
る
が
、報
告
者
は
、こ
う
し

た
具
体
的
な
史
実
・
文
献
を
例
と
し
て
、江
戸
時
代
に
お
け
る
道
教
思
想
文
化
の
受
容
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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留
学
期
魯
迅
の
進
化
論
理
解
と『
種
の
起
源
』邦
訳
二
種　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
井　

久（
埼
玉
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

留
学
期
魯
迅
の
進
化
論
理
解
と
は
、ま
ず
来
日
以
前
の
厳
復
訳『
天
演
論
』と
の
出
会
い
に
始
ま
り
、次
い
で
留
学
後
の
丘
浅
次
郎『
進
化
論
講
話
』

（
一
九
〇
四
年
）に
代
表
さ
れ
る
日
本
の
進
化
論
書
に
よ
っ
て「
真
に
魯
迅
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
を
理
解
せ
し
め
た
」（
李
冬
木
）と
考
え
ら
れ
て

い
る
。当
時
の
多
く
の
中
国
知
識
人
が
ス
ペ
ン
サ
ー
流
の
社
会
進
化
論
に
深
く
傾
倒
す
る
中
で
、魯
迅
が
日
本
の
進
化
論
書
を
通
し
て
真
正
面
か
ら

生
物
進
化
論
と
向
き
合
っ
て
い
た
こ
と
は
、か
れ
の
進
化
論
理
解
の
興
味
深
い
特
徴
で
あ
る
。そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、先
行
研
究
で
は
中
島
長
文
、李

冬
木
両
氏
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、研
究
課
題
と
し
て
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

こ
の
問
題
を
探
る
べ
く
、報
告
者
は
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
明
治
日
本
の
進
化
論
書
に
加
え
て
、さ
ら
に
以
下
に
示
す
ダ
ー
ウ
ィ
ン『
種
の
起

源
』（T

he O
rigin of Species

）邦
訳
二
種
の
存
在
に
注
目
す
る
。

　

①
チ
ャ
ー
レ
ス
・
ダ
ー
ヰ
ン 
著
・
立
花
銑
三
郎
訳『
生
物
始
原 

一
名
種
源
論
』（
経
済
雑
誌
社
、一
八
九
六
年
）

　

②
チ
ャ
ー
レ
ス
・
ダ
ー
ウ
イ
ン 

著
・
丘
浅
次
郎
訳
文
校
訂
・
東
京
開
成
館
訳『
種
の
起
源 

生
存
競
争
適
者
生
存
の
原
理
』（
東
京
開
成
館
、一
九
〇
五
年
）

　

本
報
告
で
は
、ま
ず
魯
迅
が
こ
の
二
冊
を
読
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
理
由
を
明
ら
か
に
し
、あ
わ
せ
て
二
冊
の
内
容
を
比
較
検
討
す
る
。次
い
で
②
で

用
い
ら
れ
た「
適
応
」と
い
う
概
念
に
注
目
し
、こ
れ
が
一
九
〇
七
年
の
魯
迅
作「
人
之
歴
史
」に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。「
適
応
」と
は
、生

物
学
・
生
理
学
の
領
域
で
今
日
も
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
学
術
用
語
で
あ
る
が
、明
治
期
の
日
本
の
学
術
界
で
は「
順
応
」等
の
語
も
多
く
用
い
ら

れ
て
い
た
。事
実
、魯
迅
が「
人
之
歴
史
」の
中
で「
適
応
」と
し
た
箇
所
は
、種
本
と
な
っ
た
日
本
の
進
化
論
書
で
は
す
べ
て「
順
応
」と
な
っ
て
い
る
。

報
告
者
は
魯
迅
が「
適
応
」の
語
を
選
択
し
た
理
由
を
探
る
と
と
も
に
、「
人
之
歴
史
」に
お
け
る
こ
の
語
の
使
わ
れ
方
を
分
析
す
る
こ
と
で
、留
学
期

魯
迅
の
生
物
進
化
論
の
理
解
の
一
端
を
提
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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・
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部
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１　
『
管
子
』に
お
け
る「
有
司
」の
記
述
に
着
目
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
川　

直
子（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
）

　

中
国
の
古
典
籍
に
は
、「
有
司
」と
い
う
語
が
し
ば
し
ば
現
れ
る
。通
常「
役
人
」と
訳
さ
れ
、特
定
の
官
職
名
で
は
な
い
。こ
の
語
は
、古
く
は
毛
公
鼎

な
ど
の
西
周
青
銅
器
の
銘
文
に
參
有
辭(

つ
く
り
は
司)

と
し
て
見
ら
れ
、張
亜
初
・
劉
雨『
西
周
金
文
官
制
研
究
』（
二
○
○
四
）で
は
、こ
れ
を
伝
世
文

献
に
お
け
る
三
有
司
で
あ
り
、司
徒
・
司
馬
・
司
空
で
あ
る
と
す
る
。

　

し
か
し
、こ
う
し
た
西
周
期
の
官
制
の
表
現
が
、春
秋
戦
国
期
以
降
の
文
献
に
現
れ
る「
有
司
」と
同
じ
意
味
を
も
つ
と
は
考
え
に
く
い
。む
し
ろ
、

同
じ「
有
司
」と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
て
も
、異
な
る
時
代
・
異
な
る
撰
者
に
よ
っ
て
、そ
の
言
葉
に
含
ま
れ
る
意
味
に
違
い
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

そ
こ
で
、春
秋
戦
国
期
の
文
献
を
中
心
と
し
て
、『
論
語
』『
老
子
』『
荘
子
』『
墨
子
』『
孟
子
』『
韓
非
子
』『
管
子
』『
国
語
』『
戦
国
策
』『
春
秋
左
氏
伝
』

『
呂
氏
春
秋
』『
淮
南
子
』な
ど
に
お
け
る「
有
司
」の
出
現
件
数
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、『
管
子
』と『
淮
南
子
』に
多
く
、ま
た
そ
の
出
現
傾
向
に
も
、あ
る
特

徴
が
み
ら
れ
た
。同
様
の
調
査
を
、や
は
り「
役
人
」や「
吏
卒
」な
ど
と
訳
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
、「
吏
」と
い
う
語
に
つ
い
て
も
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
吏
」

で
は「
有
司
」と
は
異
な
る
結
果
を
得
た
。こ
の
こ
と
は
、「
有
司
」と「
吏
」と
い
う
語
が
、同
じ
よ
う
に「
役
人
」と
訳
さ
れ
て
も
、そ
の
語
に
含
ま
れ
る

意
味
が
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、こ
う
し
た
傾
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
有
司
」と
い
う
語
が
多
く
み
ら
れ
た『
管
子
』の「
有
司
」記
述
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

　
『
管
子
』は
、民
国
期
の
劉
節
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、そ
の
内
容
は
複
雑
で
、管
子
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、既
に
南
宋
時
代
の
葉
水
心

の
言
に
見
ら
れ
る
。ま
た
そ
れ
が
、一
時
代
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
、先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る(「『
管
子
』中
所
見
之
宋　

一

派
學
說
」『
劉
節
文
集
』中
山
大
学
出
版
社
、二
○
○
四
所
収)
。『
管
子
』の
研
究
は
、主
に
思
想
面
か
ら
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、本
発
表
で
は
、有
司

と
い
う
語
の
出
現
傾
向
と
用
法
か
ら
、『
管
子
』の
分
析
を
試
み
る
。
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李
白
文
集
序
の
詩
人
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乾　

源
俊（
大
谷
大
学
）

　

ひ
と
く
ち
に
詩
人
像
と
言
っ
て
も
、さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
含
み
う
る
。詩
文
か
ら
感
受
さ
れ
る
書
き
手
の
個
性
や
ひ
と
と
な
り
、本
人
の
身
上
に
か

か
る
個
別
具
体
的
な
事
情
、あ
る
い
は
外
見
的
特
徴
、等
等
。ま
た
詩
作
品
を
読
ん
だ
と
き
に
読
者
の
な
か
に
喚
起
さ
れ
る
書
き
手
の
像
で
あ
る
と
い

う
意
味
に
お
い
て
は
、読
み
こ
み
の
度
合
に
よ
っ
て
、情
報
の
取
捨
に
よ
っ
て
多
様
な
偏
差
を
生
じ
う
る
。一
方
で
そ
れ
と
は
別
に
、作
者
本
人
が
示

そ
う
と
す
る
自
身
の
像
が
あ
る
。わ
れ
わ
れ
が
書
き
手
の
像
を
思
い
浮
か
べ
や
す
い
詩
人
と
し
て
、李
白
の
ほ
か
に
も
、先
に
は
陶
淵
明
、同
時
代
に

は
杜
甫
が
思
い
あ
た
る
。そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
、彼
ら
自
身
が
自
己
像
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
能
力
に
秀
で
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。そ
の
よ
う
に
捉
え
て
、ま
ず
は「
彼
自
身
に
よ
る
李
白
像
」を
対
象
と
し
て
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。そ
れ
は
詩
作
品
、文
集
序
に
お
け
る
自
伝

的
な
記
述
、自
身
の
呼
称
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
、さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。そ
れ
ら
は
詩
人
本
人
か
ら
出
て
い
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、当
人
に
か
か
る
な
に
が
し
か
の
真
実
を
映
し
て
い
る
。と
は
い
え
、映
像
と
は
現
実
か
ら
な
に
が
し
か
を
差
し
引
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、真
実
そ
の
も
の
で
は
な
い
。い
わ
ば
虚
と
実
の
あ
わ
い
に
結
ぶ
像
で
あ
る
。詩
人
の
示
し
た
像
は
、ひ
と
ま
ず
受
け
手
の
な
か
で
お

な
じ
像
を
結
ん
だ
と
し
て
も
、そ
こ
に
含
ま
れ
る
虚
実
真
偽
を
め
ぐ
っ
て
、際
限
の
な
い
探
索
が
新
た
に
始
ま
る
。こ
う
し
た
事
情
は
、李
白
文
集
序

の
記
述
を
め
ぐ
る
論
説
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
。李
白
の
文
集
は
生
前
に
二
種
が
編
ま
れ
序
が
遺
る
。魏
顥「
李
翰
林
集
序
」（
上
元
二761

）と
李
陽
冰

「
草
堂
集
序
」（
宝
応
元762

）で
あ
る
。い
ず
れ
も
李
白
本
人
の
出
自
、文
学
の
評
価
、宮
廷
に
召
さ
れ
た
経
緯
、文
集
編
纂
の
過
程
な
ど
が
順
を
追
っ
て

書
か
れ
る
。こ
れ
ら
に
お
け
る
詩
人
像
を
比
較
吟
味
し
、と
く
に
後
者
に
お
い
て
、わ
れ
わ
れ
が
作
品
か
ら
得
て
い
る
李
白
像
と
は
や
や
異
な
っ
た
、

特
殊
な
詩
人
像
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、そ
の
理
由
と
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
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「
冥
捜
」の
詩
学
│
杜
甫
か
ら
中
唐
詩
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
合　

康
三（
國
學
院
大
學
）

　

杜
甫
の
詩
が
外
界
を
描
く
時
、そ
の
特
徴
の
一
つ
に
、新
た
な
視
点
で
現
実
を
切
り
取
っ
て
提
示
す
る
表
現
が
あ
る
。こ
と
に
小
動
物
の
様
態
に
対

し
て
、独
特
の
切
り
口
で
そ
の
瞬
間
を
捉
え
る
。

　

無
數
蜻
蜓
齊
上
下  

無
数
の
蜻
蜓
は
斉
し
く
上
下
し

　

一
雙
鸂
鶒
對
沈
浮  

一
双
の
鸂
鶒
は
対
し
て
沈
浮
す　
　
（「
居
を
卜
す
」）

　

日
常
の
な
か
の
何
気
な
い
一
場
面
で
は
あ
る
が
、言
わ
れ
て
み
て
初
め
て
そ
ん
な
光
景
が
あ
っ
た
と
気
づ
か
さ
れ
る
。実
際
の
光
景
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
ま
で
は
言
葉
に
さ
れ
る
こ
と
も
、目
に
留
め
る
こ
と
も
な
か
っ
た
、現
実
の
新
た
な
断
面
を
捉
え
た
も
の
だ
。

　

杜
甫
に
は
一
方
で
ま
た
現
実
を
越
え
た
世
界
を
描
き
出
す
表
現
が
あ
る
。そ
れ
は
杜
甫
の
言
う「
冥
捜
」に
相
当
す
る
。見
え
る
物
の
向
こ
う
を
探

ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

七
星
在
北
戶  

七
星　

北
戶
に
在
り

　

河
漢
聲
西
流　

河
漢　

声　

西
に
流
る　
　
（「
諸
公
の
慈
恩
寺
の
塔
に
登
る
に
同
ず
」）

　
「
冥
捜
」の
語
の
よ
く
知
ら
れ
た
早
い
例
は
、晋
・
孫
綽「
天
台
山
の
賦
」序
の「
遠
く
寄
せ
て
冥
に
搜
る
」に
見
ら
れ
る
。そ
こ
で
は「
五
嶽
に
も
列
せ

ら
れ
ざ
る
」ほ
ど
に
超
絶
し
た
空
間
、神
霊
の
住
ま
う
神
秘
の
世
界
に
分
け
入
る
こ
と
を
言
う
。盛
唐
に
な
る
と
、杜
甫
や
そ
の
周
辺
の
高
適
ら
に

よ
っ
て
、日
常
を
越
え
た
世
界
に
ま
で
言
語
を
駆
使
し
て
追
求
す
る
詩
作
に
つ
い
て
、と
り
わ
け
他
者
の
詩
作
を
讃
え
る
文
脈
の
な
か
で
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

　

杜
甫
を
賞
賛
す
る
元
稹
・
白
居
易
・
韓
愈
は
、杜
甫
の
何
を
讃
え
る
か
、そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
が
、韓
愈
が
取
り
上
げ
る
の
は
、杜
甫
の
表
現
が
造
物

主
に
拮
抗
す
る
ま
で
に
世
界
を
創
造
す
る
点
で
あ
っ
た
。そ
し
て
韓
愈
が
自
分
た
ち
の
関
係
を
李
杜
に
な
ぞ
ら
え
た
孟
郊
に
つ
い
て
も
、「
冥
観　

古

今
を
洞
ち
、象
外　

幽
好
を
逐
う
」（「
士
を
薦
む
」詩
）と
、孟
郊
が
杜
甫
の「
冥
捜
」に
連
続
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。ま
た
韓
門
の
一
人
に
数
え
ら
れ

る
李
賀
の
詩
は
周
知
の
よ
う
に
現
象
を
越
え
た
世
界
を
描
き
出
す
。杜
甫
の
詩
は
様
々
な
面
で
中
唐
詩
に
継
承
さ
れ
て
い
く
が
、こ
こ
で
は「
冥
捜
」

が
韓
愈
を
媒
介
と
し
て
孟
郊
や
李
賀
に
流
れ
、さ
ら
に
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
様
相
を
追
っ
て
み
た
い
。

せ
い 

て
い

け
い
ち
ょ
く

う
が
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華
陽
公
主
の
面
影
│
白
楽
天
を
め
ぐ
る
永
貞
期
の
青
年
群
像　
　
　
　
　
　
　
　
　

静
永　

健（
九
州
大
学
）

　

標
題
の
女
性
は
、唐
の
代
宗
皇
帝
李
豫（
七
二
六
〜
七
七
九
、在
位
七
六
二
〜
七
七
九
、第
十
一
代
）の
第
五
女
で
、本
名
不
詳
、生
年
も
定
か
で
は
な

い
。そ
の
聡
明
さ
は
父
帝
も
大
い
に
嘉
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、生
来
の
病
弱
ゆ
え
に
、大
暦
七
年（
七
七
二
）宮
殿
を
出
て
入
道
し
、都
城
内
の
永

崇
坊
に
療
養
し
た
。し
か
し
、不
幸
に
も
大
暦
九
年（
七
七
四
）に
薨
去
。以
後
そ
の
居
宅
は
、公
主
の
封
号
を
取
っ
て
華
陽
観
と
称
さ
れ
た
。

　

さ
て
、公
主
薨
去
三
十
一
年
後
の
永
貞
元
年（
八
〇
五
）、翌
春
予
定
の
制
科
に
応
じ
る
た
め
白
居
易
と
元
稹
が
共
に
こ
の
道
観
に
数
ヶ
月
寄
宿
し
、

い
わ
ゆ
る
受
験
勉
強
に
励
ん
だ
。こ
の
こ
と
は『
白
氏
文
集
』（
那
波
本
）巻
四
十
五
冒
頭
の「
策
林
序
」に
記
さ
れ
る
ほ
か
、白
氏
に
は「
永
崇
里
観
居
」

詩（
巻
五
）や「
春
題
華
陽
観
」詩（
巻
十
三
）な
ど
幾
つ
か
の
作
品
に
そ
の
よ
う
す
が
綴
ら
れ
て
い
る
。二
人
は
、そ
の
猛
勉
強
の
合
間
、こ
こ
で
多
く
の

友
人
た
ち
と
交
遊
し
た
。い
ま
確
実
視
さ
れ
る
名
を
挙
げ
る
と
、李
紳
、李
諒
、盧
周
諒
、韋
八（
名
未
詳
）、そ
し
て
牛
僧
孺
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。折
し

も
、朝
廷
内
は
順
宗
皇
帝
李
誦（
七
六
一
〜
八
〇
六
、在
位
は
八
〇
五
年
の
一
月
か
ら
八
月
初
旬
ま
で
、第
十
三
代
）か
ら
次
の
憲
宗
皇
帝
李
純（
七
七

八
〜
八
二
〇
、即
位
は
八
〇
五
年
八
月
、第
十
四
代
）へ
の
急
激
な
政
権
交
代
期
に
当
た
り
、白
居
易
た
ち
若
い
士
大
夫
た
ち
を
大
い
に
刺
激
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。加
え
て
、白
氏「
春
題
華
陽
観
」詩
の
自
注
に
よ
れ
ば
、観
に
は「
旧
内
人
の
存
す
る
有
り
」と
の
こ
と
で
、仮
寓
中
の
彼
ら
は
、そ
の
女

性
か
ら
往
時
の
宮
殿
内（
つ
ま
り
後
宮
）で
の
さ
ま
ざ
ま
な
軼
事
を
耳
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

従
来
、元
稹
・
白
居
易
の
生
涯
を
語
る
上
で
は
、い
ま
だ「
序
幕
」に
過
ぎ
ぬ
た
め
か
、大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
一
年
余
で
あ
る
が
、

白
居
易
た
ち
元
和
期
に
活
躍
す
る
詩
人
た
ち
の
何
が
し
か
出
発
点
と
で
も
言
う
べ
き
情
景
が
想
像
さ
れ
る
場
所
で
も
あ
り
、少
な
い
資
料
を
駆
使
し

て
、い
さ
さ
か
発
表
者
な
り
の
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。
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罪
人
の
文
学
│
蘇
軾
と
そ
の
詩
・
書
簡
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
見　

洋
二（
大
阪
大
学
）

　

中
国
の
文
学
史
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、罪
に
問
わ
れ
た
者
が
き
わ
め
て
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。問
わ
れ
た
罪
の
ほ
と
ん

ど
は
官
界
の
権
力
闘
争
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、な
か
に
は
冤
罪
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う
が
、結
果
と
し
て
少
な
か
ら
ぬ
文
人
が
投
獄
さ
れ
た
。

左
遷
・
貶
謫
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
至
っ
て
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
。た
と
え
ば
、屈
原
、司
馬
遷
、曹
植
、嵆
康
、陸
機
、謝
霊
運
、江
淹
、駱
賓
王
、李
白
、韓

愈
、柳
宗
元
な
ど
。中
国
文
学
史
は
、さ
な
が
ら「
罪
人
の
文
学
史
」の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。こ
こ
に
取
り
あ
げ
る
北
宋
の
蘇
軾
も
ま
た
、そ
の
典
型
的

な
ひ
と
り
で
あ
る
。

　

蘇
軾
は
、そ
の
言
論
が
朝
廷
誹
謗
の
罪
に
問
わ
れ
て
投
獄
さ
れ
、そ
し
て
貶
謫
さ
れ
た
。か
か
る
境
遇
に
あ
っ
た
蘇
軾
は
、自
ら
を
罪
人
と
し
て
意

識
し
て
い
た
。そ
の
詩
は
折
に
触
れ
て
自
ら
を「
楚
囚
」と
呼
び
、書
簡（
尺
牘
）は
繰
り
返
し
自
ら
が
犯
し
た「
罪
」に
言
い
及
ん
で
い
る
。蘇
軾
の
文
学

活
動
の
ほ
と
ん
ど
は
、罪
人
と
し
て
の
自
覚
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

罪
人
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
蘇
軾
は
、作
品
を
公
の
場
に
は
な
る
べ
く
出
さ
ぬ
よ
う
心
が
け
て
い
た
。こ
れ
は
罪
に
問
わ
れ
た
者
の
処
世
の
あ

り
方
と
し
て
、古
く
か
ら
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。し
か
し
、そ
の
一
方
で
親
し
い
友
と
の
間
で
は
詩
や
書
簡
の
や
り
と
り
を
続
け
て
い
た
。当
時
、蘇

軾
を
と
り
ま
く
一
種
の
地
下
文
壇
と
も
言
う
べ
き
私
的
な
文
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
形
作
ら
れ
て
お
り
、そ
の
な
か
で
彼
の
作
品
は
、い
わ
ば「
秘
密

の
テ
ク
ス
ト
」と
し
て
書
か
れ
、読
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る（
拙
論「
言
論
統
制
下
の
文
学
テ
ク
ス
ト―

―

蘇
軾
の
創
作
活
動
に
即
し
て
」〔『
大
阪
大
学

文
学
研
究
科
紀
要
』第
五
十
七
巻
〕参
照
）。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
本
発
表
で
は
、罪
人
と
し
て
の
意
識
は
蘇
軾
の
文
学
活
動
に
如
何
な
る
影
を
投
じ
て
い
た
の
か
、詩
と
書
簡
と
い
う
ふ
た
つ
の

ジ
ャ
ン
ル
の
関
係
に
着
目
し
な
が
ら
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

お
お
や
け



－27－

Ⅱ ― 

６　

王
安
石
と「
半
山
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

英
信（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）

　

ど
こ
に
、そ
し
て
い
か
に
住
ま
う
か
は
、中
国
の
士
人
に
と
っ
て
大
き
な
関
心
の
ま
と
で
あ
り
、そ
れ
を
詩
や
文
章
に
描
く
こ
と
は
、彼
ら
の
文
学

活
動
の
な
か
に
一
定
の
位
置
を
占
め
て
き
た
。

　
「
招
隠
」や「
反
招
隠
」に
お
い
て
は
、身
を
置
く
空
間
の
選
択
を
め
ぐ
る
議
論
が
見
ら
れ
、さ
ら
に
個
人
的
な
生
活
を
文
学
に
詠
じ
る
も
の
と
し
て

は
東
晋
・
陶
淵
明
の
諸
作
品
、と
く
に「
結
庵
在
人
境
、而
無
車
馬
喧
」と
い
う
詩
句
が
す
ぐ
さ
ま
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。劉
宋
の
謝
霊
運
は
人
里
離

れ
た
山
中
で
の
歩
み
を
山
水
詩
の
な
か
に
詠
じ
、ま
た
始
寧
の
山
中
に
別
荘
を
設
け
、そ
の
詳
細
を「
山
居
賦
」に
展
開
し
た
。く
だ
っ
て
盛
唐
の
王
維

は
長
安
南
郊
の
輞
川
に
荘
園
を
営
み
、そ
の
中
に
個
人
的
な
名
所
を
し
つ
ら
え
て
そ
れ
ぞ
れ
を
詩
に
よ
っ
て
再
現
し
た
。中
唐
の
白
居
易
は
洛
陽
に

広
壮
な
園
林
を
造
営
し
、「
中
隠
」を
謳
歌
し
た
。い
ず
れ
も
理
想
の
空
間
を
文
学
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
写
し
止
め
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。

　

北
宋
の
王
安
石
の
号「
半
山
」は
、そ
の
晩
年
の
折
、居
を
構
え
た
場
所
が
、江
寧（
い
ま
の
江
蘇
省
南
京
）の
城
市
と
そ
の
東
北
郊
外
の
鍾
山（
北
山
、

蔣
山
と
も
）と
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。

　

住
ま
い
を
構
え
る
そ
の
場
所
、そ
こ
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
、そ
し
て
そ
れ
を
作
品
と
し
て
書
き
と
め
る
行
為
の
文
学
的
な
意
味
を
考
え
て
み
れ
ば
、

「
居
」の
文
学
の
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、ま
た
王
安
石
の
住
ま
っ
た
江
寧
は
か
つ
て
金
陵
と
も
呼
ば
れ
た
古
都
で
あ
り
、都
市
を

詠
う
文
学
の
系
譜
と
の
関
連
か
ら
、「
半
山
」に
お
け
る
王
安
石
の
詩
を
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

今
回
の
発
表
で
は「
半
山
」と
い
う
こ
と
ば
を
い
と
ぐ
ち
に
し
て
、王
安
石
晩
年
の
私
的
空
間
の
構
築
と
文
学
営
為
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、い
さ

さ
か
探
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。
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黄
庭
堅
の
墨
竹
創
作
論
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒙　

顕
鵬（
九
州
大
学
大
学
院
）

　

黄
庭
堅（
一
〇
四
五
〜
一
一
○
五
）の
現
存
す
る
詩
一
八
七
八
首
の
う
ち
竹
に
関
す
る
詩
は
一
六
五
首
と
全
体
の
一
割
近
く
を
占
め
る
。そ
の
中
で

も
墨
竹
を
詠
じ
た
作
品
は
合
計
二
十
首
に
の
ぼ
る
。文
同
や「
胸
有
成
竹
」で
名
高
い
蘇
軾
の
墨
竹
に
つ
い
て
は
、中
村
茂
夫
氏『
中
国
画
論
の
展
開
』

や
横
山
伊
勢
雄
氏
な
ど
す
で
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、黄
庭
堅
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
継
ぎ
、発
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、い
ま

だ
十
分
な
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

黄
庭
堅
は
従
来
の
一
般
的
な
墨
竹
画
に
つ
い
て
、「
少
年
奇
を
喜
む
」（「
題
宗
室
大
年
永
年
画
」）な
ど
と
批
判
し
、老
成
・
老
熟
を
理
想
と
し
て
説
い

た
。こ
れ
は
彼
の「
奇
語
を
作
る
を
好
む
は
自
ら
是
れ
文
章
の
病
な
り
」（「
与
王
観
復
書
」）の
認
識
や
、杜
甫
の
晩
年
の
詩
歌
へ
の
敬
慕
な
ど
、彼
の
後

半
生
の
文
芸
観
と
一
致
し
て
い
る
。

　

一
方
、篤
く
禅
宗
を
信
仰
し
た
黄
庭
堅
は
、墨
竹
画
の
創
作
に
対
し
て
も
淡
泊
な
心
境
を
重
視
し
た
。こ
の
よ
う
な
心
境
は
蘇
軾
の「
意
の
適
は
ざ

る
所
有
り
て
之
を
遣
る
所
無
く
、故
に
一
に
墨
竹
に
発
す
」（「
跋
文
与
可
墨
竹
」）な
ど
の
衝
動
的
な
創
作
論
と
は
異
な
り
、心
の
内
が
一
切
外
界
に
影

響
さ
れ
な
い
こ
と
を
理
想
と
し
て
い
る
。長
谷
川
昌
宏
氏
は
論
文「
黄
庭
堅
の
芸
術
と
禅
」の
中
で
絵
画
が
禅
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
が
、更
に
発
表
者
は
黄
庭
堅
の
四
川
左
遷
の
交
友
関
係
や
地
域
の
つ
な
が
り
や
、『
景
徳
伝
灯
録
』な
ど
書
籍
の
引
用
な
ど
か
ら
、そ
の
独
自
性
を
究

明
し
て
ゆ
き
た
い
。
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女
神
信
仰
に
お
け
る「
靴
」の
表
象　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
島　

麻
衣（
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
）

　

中
国
、と
り
わ
け
華
南
一
帯
の
女
神
信
仰
で
は
、靴
は
女
性
の
持
つ
霊
力
を
象
徴
す
る
神
聖
な
道
具
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、中
国
南
方
に
広
が
る
媽
祖
信
仰
や
福
建
省
を
中
心
と
す
る
臨
水
夫
人
信
仰
に
は
、「
請
鞋
」と
い
う
風
習
が
あ
る
。こ
れ
は
、子
授
け
を
求

め
る
女
性
が
媽
祖
廟
や
臨
水
夫
人
廟
な
ど
の
女
神
廟
を
訪
れ
て
祈
願
し
た
後
、そ
の
神
像
が
履
い
て
い
る
靴
を
持
ち
帰
り
、霊
験
が
あ
れ
ば
願
ほ
ど

き
の
参
拝
を
す
る
と
共
に
、新
し
い
靴
を
寄
進
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
「
靴
」を
通
し
て
神
仙
界
と
の
繋
が
り
を
持
と
う
と
す
る
着
想
は
、実
は
明
代
の
通
俗
小
説
中
に
も
見
ら
れ
る
。万
暦
年
間
に
福
建
建
陽
の
忠
正
堂

か
ら
刊
行
さ
れ
た『
新
刊
出
像
天
妃
濟
世
出
身
傳
』（
別
名『
天
妃
娘
媽
傳
』）と
、ほ
ぼ
同
時
期
に
同
書
肆
か
ら
刊
行
さ
れ
た
と
さ
れ
る『
新
刻
全
像
顕

法
降
蛇
海
遊
記
傳
』（
簡
称『
海
遊
記
』）で
は
、其
々
あ
る
種
の
移
動
手
段
と
し
て
の
靴
が
描
か
れ
て
い
る
。両
小
説
は
共
に
福
建
莆
田
出
身
の
女
神
媽

祖（
天
妃
）と
、同
じ
く
福
州
出
身
の
女
神
臨
水
夫
人（
陳
靖
姑
）を
主
人
公
と
し
た
神
怪
小
説
で
あ
り
、『
天
妃
娘
媽
傳
』で
は
、林
長
者
の
娘
が
自
ら
の

靴
を
川
に
投
げ
入
れ
、そ
れ
に
乗
っ
て
湄
洲
へ
向
か
っ
た
と
言
う
一
段
が
あ
る
。ま
た『
海
遊
記
』で
は
、陳
靖
姑
ら
が
法
術
を
学
ぶ
べ
く
閭
山
へ
向
か

う
途
中
、目
の
前
に
広
が
る
川
を
渡
る
手
段
と
し
て
靴
が
用
い
ら
れ
る
情
節
が
あ
る
。こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、靴
の
持
ち
主
・
乗
り
手
は
い

ず
れ
も
女
性
で
あ
り
、男
性
は
除
か
れ
る
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

本
発
表
で
は
、中
国
の
歴
史
の
中
で
示
さ
れ
て
き
た
靴
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
ま
え
た
上
で
、小
説
中
に
表
象
さ
れ
る
靴
の
機
能
を
分
析
す
る
。そ
し

て
、今
日
の
子
授
け
祈
願
の
儀
式
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、女
神
信
仰
の
中
で
靴
が
持
つ
役
割
と
意
義
を
論
じ
、女
神
の
職
能
と
如
何
な
る
関
係
に
あ

る
か
を
考
察
し
た
い
。
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「
一
様
的
人
」と
い
う
セ
リ
フ
│『
紅
楼
夢
』の
戯
曲
へ
の
改
作
に
つ
い
て　
　
　
　
　

呉　

雨
彤（
京
都
大
学
大
学
院
）

　

小
説『
紅
楼
夢
』の
百
二
十
回
本
が
刊
行
さ
れ
た
翌
年（
一
七
九
二
年
）か
ら
、そ
れ
に
基
づ
い
た
演
劇
作
品
が
続
々
登
場
し
た
。意
外
な
こ
と
に
、原

作
で
は
そ
の
役
割
の
重
要
性
に
せ
よ
、存
在
感
に
せ
よ
、な
く
て
は
な
ら
な
い
王
煕
鳳
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、約
百
年
間
ほ
ぼ
扱
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。そ
の
後
、中
国
に
お
け
る
伝
統
的
女
性
教
育
に
反
し
た「
妬
婦
」で
あ
る
王
煕
鳳
が
主
役
と
な
り
妻
妾
争
い
を
題
材
と
し
た
作
品
が
登
場
す

る
が
、や
が
て
女
性
の
嫉
妬
を
儒
教
の
伝
統
的
な
教
え
の
中
で
と
ら
え
る
傾
向
か
ら
脱
し
て
、そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
現
代
的
視
点
か
ら
描
写
す
る
作

品
が
誕
生
す
る
。こ
れ
は
中
国
に
お
け
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
思
想
の
発
展
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
る
。本
発
表
で
は
、『
紅
楼
二
尤
』、『
王
煕
鳳

大
閙
寧
国
府
』の
脚
本
を
中
心
と
し
て
小
説
と
比
較
し
、戯
曲
改
作
の
裏
に
潜
む
作
者
の
意
図
を
探
り
た
い
と
思
う
。

　

小
説
で
は
、「
你
我
是
一
様
的
人
」（
あ
な
た
も
私
も
同
じ
身
分
の
人
間
で
す
も
の
）と
い
う
セ
リ
フ
が
あ
る
が
、こ
れ
は
尤
二
姐
が
初
対
面
の
挨
拶

で
自
分
は
平
児
と
同
じ
身
分
・
地
位
だ
と
言
っ
て
い
る
も
の
で
、謙
遜
さ
を
表
す
以
外
に
特
別
な
意
味
は
な
い
。し
か
し
こ
の「
一
様
的
人
」と
い
う
言

葉
は
、戯
曲
改
作
に
お
い
て
作
者
に
よ
っ
て
異
な
る
意
味
を
与
え
ら
れ
、何
度
も
変
化
し
た
。王
煕
鳳
の
セ
リ
フ
と
し
て
そ
の
謀
に
長
け
て
い
る
と
こ

ろ
を
強
調
し
た
り
、ま
た
主
人
の
賈
璉
は
こ
の
セ
リ
フ
に
よ
り
家
庭
内
の
秩
序
を
守
ろ
う
と
す
る
努
力
を
見
せ
た
り
す
る
こ
と
に
な
る
。後
に「
一
様

的
人
」は「
一
様
的
命
」と
変
化
し
、「
同
じ
薄
命
の
者
」と
い
う
意
味
で
、同
じ
立
場
の
者
を
憐
れ
む
平
児
の
気
持
ち
を
描
写
す
る
よ
う
に
な
り
、『
紅
楼

夢
』の
女
性
た
ち
の
悲
劇
的
な
運
命
に
対
す
る
作
者
の
感
嘆
を
一
層
強
く
感
じ
さ
せ
る
。

　

戯
曲
作
者
は
、一
つ
の
言
葉
を
巧
み
に
使
う
こ
と
を
通
じ
て
、封
建
社
会
に
お
け
る
女
性
の
境
遇
や
父
権
家
庭
で
の
妻
妾
の
対
立
の
核
心
に
触
れ
、

観
客
の
共
感
を
引
き
起
こ
す
一
つ
の
切
口
と
し
た
。戯
曲
作
品
は
、現
代
的
な
、ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
小
説
を
見
直
す
役

割
も
果
た
し
て
い
る
。



－31－

Ⅱ ― 

10　

黄
遵
憲『
日
本
雑
事
詩
』に
お
け
る
文
体
的
特
徴
を
め
ぐ
っ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

趙　

偵
宇（
京
都
大
学
大
学
院
）

　

黄
遵
憲『
日
本
雑
事
詩
』は
七
言
絶
句
か
ら
な
る
詩
集
で
あ
り
な
が
ら
、歴
史
文
献
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
て
き
た
。そ
の
理
由
は
、出
版
当
時
、中

国
人
が
明
治
日
本
に
対
し
て
強
い
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、ま
た
今
日
に
お
い
て
は
日
中
交
流
の
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。だ
か
ら
と

い
っ
て
、『
日
本
雑
事
詩
』の
文
学
性
が
低
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。康
有
為
が
指
摘
し
た「
有
詞
有
注
，詳
略
互
備…

…

文
用
互
殊
，綱
目
列
臚
，可

誦
可
娯
，如
遊
扶
桑
之
都
」（『
日
本
雑
事
詩
』序
）と
い
う
意
見
は
、文
体
の
側
面
か
ら
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。『
日
本
雑
事
詩
』を
純
粋

に
一
詩
集
と
し
て
評
価
す
る
た
め
に
、我
々
は
こ
う
し
た
見
方
を
も
重
視
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
雑
事
詩
」の
先
行
例
と
し
て
は
、清
朝
の
沈
嘉
轍
、厲
鶚
ら
七
人
の
合
作『
南
宋
雑
事
詩
』が
想
起
さ
れ
る
。『
日
本
雑
事
詩
』全
二
○
○
首
に
お
け
る

有
注
の
七
言
絶
句
と
い
う
文
体
、「
雜
事
詩
」と
い
う
名
称
の
い
ず
れ
か
ら
見
て
も
、黄
遵
憲
が
先
行
す
る『
南
宋
雑
事
詩
』等
を
継
承
し
よ
う
と
す
る

文
体
意
識
の
強
さ
が
窺
わ
れ
る
。『
人
境
廬
詩
草
』の「
櫻
花
歌
」、「
游
箱
根
」な
ど
の
無
注
の
長
編
叙
事
詩
を
見
れ
ば
、黄
遵
憲
が
七
言
絶
句
以
外
の
文

体
で
日
本
の「
事
」を
描
写
す
る
能
力
と
意
思
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。し
か
し
、『
日
本
雑
事
詩
』に
は
、『
南
宋
雑
事
詩
』と
は
異
な
る
、

幾
つ
か
の
文
体
的
特
徴
が
見
ら
れ
る
。（
一
）注
の
独
立
性
。『
日
本
雑
事
詩
』の
注
は
文
献
資
料
の
引
用
に
止
ま
ら
ず
、風
景
描
写
や
一
人
称
に
よ
り
感

想
や
経
験
を
述
べ
る
場
合
が
あ
る
し
、注
に
再
び
注
が
付
く
場
合
も
あ
る
。（
二
）詩
と
注
と
の
関
連
性
の
自
由
さ
。『
南
宋
雑
事
詩
』は
、注
で
示
さ
れ

た
史
実
に
詩
が
従
属
す
る
傾
向
が
あ
る
。一
方
、『
日
本
雑
事
詩
』は
詩
と
文
が
一
体
化
し
て
い
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、詩
は
詩
、文
は
文
で
独
立
性
を

保
つ
場
合
も
あ
る
。（
三
）詩
作
ご
と
の
連
続
性
。個
々
の
作
品
が
分
か
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、詩
と
詩
、ま
た
は
注
と
注
の
間
に
繋
が
り
が
あ
る
場
合

も
あ
る
。本
研
究
は
、『
日
本
雑
事
詩
』の
以
上
の
よ
う
な
特
徴
の
も
つ
意
味
に
つ
き
、更
な
る
分
析
と
論
述
を
展
開
す
る
。
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近
代
知
識
人
の
古
典
小
説
観
に
つ
い
て
│
林
語
堂
を
て
が
か
り
に　
　
　
　
　
　
　

上
原　

徳
子（
宮
崎
大
学
）

　

本
発
表
は
、中
国
古
典
小
説
に
中
国
近
代
知
識
人
が
ど
の
よ
う
に
接
触
し
、そ
れ
を
ど
う
と
ら
え
て
い
た
の
か
を
、英
訳
と
い
う
行
為
の
検
討
を
通

じ
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

林
語
堂（
一
八
九
五―

一
九
七
六
）は
、My C

ountry and M
y People

（『
吾
国
与
吾
民
』）やM

om
ent in Peking

（『
京
華
煙
雲
』）で
知
ら
れ

る
作
家
で
あ
り
、言
語
学
者
・
評
論
家
と
い
う
多
様
な
側
面
を
も
持
つ
人
物
で
あ
る
。彼
に
は
多
く
の
英
語
著
作
が
あ
る
が
そ
の
中
に
は
中
国
古
典
の

英
訳
も
含
ま
れ
る
。中
で
も
中
国
古
典
小
説
を
英
訳
し
た
有
名
な
も
の
に『
紅
楼
夢
』が
あ
る
が
、そ
の
ほ
か
に
短
篇
も
翻
訳
し
て
い
る
。そ
の
主
な
も

の
と
し
て
は
、一
九
五
一
年
出
版
のW

idow
, N
un and C

ourtesan

の
三
篇
、一
九
五
二
年
出
版
のF

am
ous C

hinese Short Stories

の
二
〇

篇
の
合
計
二
十
三
篇
が
あ
る
。こ
れ
ま
で
、個
別
の
作
品
に
つ
い
て
そ
の
翻
訳
技
術
や
基
づ
い
た
原
本
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
が
、全
体
を
見
渡
し
た

考
察
は
多
く
は
な
い
。ま
た
、こ
れ
ら
の
作
品
に
関
し
て
は
多
く
は
中
国
語
圏
に
お
い
て
翻
訳
学
の
立
場
か
ら
主
に
英
語
翻
訳
を
専
門
と
す
る
研
究

者
た
ち
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
き
た
。そ
の
際
議
論
の
関
心
は
、言
語
間
の
差
異
か
ら
生
じ
る
問
題
、文
化
転
移
の
問
題
、林
語
堂
の
長
編
作
品
と
の

関
連
づ
け
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。た
だ
し
、あ
く
ま
で
も
翻
訳
学
を
基
本
と
す
る
研
究
の
た
め
技
術
的
な
問
題
に
多
く
の
字
数
が
さ
か
れ
て
い
る
。本

発
表
は
、そ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
林
語
堂
が
英
語
に
翻
訳（
翻
案
）す
る
た
め
に
選
択
し
た
短
篇
の
古
典
小
説
を
分
析
す
る
こ
と
を
中
心

に
、個
別
の
作
品
の
内
容
の
傾
向
に
つ
い
て（
翻
訳
あ
る
い
は
翻
案
と
い
う
の
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
）、そ
こ
に
彼
の
古
典
小
説
批
評
が
ど
う
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
再
検
討
し
た
い
。こ
れ
を
今
私
た
ち
が
中
国
古
典
小
説
と
よ
ん
で
い
る
も
の
の
本
質
を
考
え
る
一
つ
の
て
が
か
り
と
し
た
い
と
考
え

る
か
ら
で
あ
る
。
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義
和
団
事
件
賠
償
金
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
へ
の
公
費
派
遣
留
学
生
は
、中
国
の
社
会
変
革
に
お
い
て
不
可
欠
な
力
と
な
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
集
団
で

あ
る
。そ
の
中
に
は
、中
国
の
近
代
学
術
を
形
作
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
胡
適
・
梅
光
迪
ら
も
い
た
。彼
ら
が
活
躍
し
始
め
た
一
九
○
九
年

か
ら
、胡
適
の
帰
国
の
影
響
を
受
け
た
一
九
一
九
年
の
新
文
化
運
動
ま
で
の
約
十
年
は
、ア
メ
リ
カ
社
会
で「
文
化
革
命
」が
起
き
た
時
期
と
重
な
っ

て
い
る
。特
に
ア
メ
リ
カ
知
識
社
会
が
、自
ら
の
文
化
の
母
胎
で
あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
異
質
の
、中
国
と
日
本
と
い
う
極
東
地
域
に
対
す
る
関
心

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。こ
の
時
期
の
在
米
中
国
人
留
学
生
た
ち
の
動
向
を
よ
く
示
す
の
が
、一
九
○
六
年
に
創
刊
さ
れ
た『
留

美
学
生
月
報(T

he C
hinese Students' M

onthly)

』で
あ
る
。英
語
で
執
筆
さ
れ
た
こ
の
雑
誌
は
、当
時
の
中
国
の
現
状
を
よ
り
正
確
に
ア
メ
リ

カ
に
伝
達
し
よ
う
と
し
て
い
た
。こ
の
よ
う
な「
中
国
情
報
」報
道
は
、一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
の
勃
発
、一
九
一
二
年
の
中
華
民
国
成
立
を
経
て
、

中
国
が
新
し
い
段
階
を
迎
え
た
後
に
も
続
け
ら
れ
た
。た
だ
し
、編
集
者
交
代
な
ど
の
要
素
も
含
め
、中
国
国
内
の
政
治
的
環
境
の
劇
変
に
よ
る
言
論

の
自
由
化
な
ど
の
原
因
に
よ
り
、雑
誌
の
内
容
と
風
格
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。ま
た
、一
九
一
四
年
に
、中
国
人
留
学
生
た
ち
は
さ
ら
に『
留
美
学

生
季
報
』を
発
行
し
、中
国
知
識
社
会
に
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
西
洋
の
新
し
い
知
識
を
中
国
語
で
紹
介
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　

本
発
表
は
、当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
社
会
状
況
と
主
流
文
化
の
あ
り
か
た
も『
月
報
』創
刊
の
一
背
景
だ
と
と
ら
え
る
と
と
も
に
、中
国
国
内
の
状
況

と
編
集
者
の
交
代
に
よ
る
方
針
変
更
が
雑
誌
の
内
容
と
風
格
に
与
え
た
影
響
を
も
検
討
す
る
。母
国
の
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
の
領
域
に
お
け
る
現

状
と
進
展
を
取
り
上
げ
た
記
事
の
内
容
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、英
文
の
ス
タ
イ
ル
、書
き
手
の
姿
勢
な
ど
多
様
な
特
徴
に
注
目
す
る
。こ
れ
に
よ

り
、中
国
人
留
学
生
か
ら
な
る
執
筆
者
群
が
、帰
国
後
に
中
国
に
お
い
て
手
腕
を
発
揮
す
る
ま
で
の
助
走
期
間
中
、ア
メ
リ
カ
で
な
に
を
し
て
い
た
か

の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
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一
九
○
六
│
一
九
一
九
に
お
け
る『
留
美
学
生
月
報（T
he Chinese Students’ M

onthly

）』│
雑
誌
記
事
に
み
る
文
化
的
対
抗
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄　

詩
琦（
京
都
大
学
大
学
院
）
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一
九
一
二
年
以
降
、中
国
伝
統
演
劇
に
お
け
る
女
性
俳
優
へ
の
禁
令
が
解
か
れ
、女
性
俳
優
も
正
式
に
演
劇
の
舞
台
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、政
府
当
局
が
男
女
共
演
を
禁
じ
る
政
策
を
採
っ
た
た
め
、女
性
俳
優
に
よ
る
演
劇
も
徐
々
に
盛
ん
に
な
っ
た
。そ
れ
ま
で
北
京
の
演
劇
界
で

は
男
性
俳
優
が
そ
の
中
核
を
担
っ
て
い
た
た
め
、中
華
民
国
初
期
よ
り
現
れ
始
め
た
女
性
俳
優
が
如
何
に
男
性
俳
優
と
競
い
合
い
、本
来
男
性
俳
優

が
独
占
し
て
い
た
演
劇
技
法
を
掌
握
し
て
観
衆
の
評
価
を
得
て
き
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
は
意
義
深
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と
言
え
る
。当
時
の
女
性
俳

優
の
役
柄
と
そ
の
演
技
に
つ
い
て
の
研
究
は
、そ
の
多
く
が
女
性
俳
優
に
よ
る
男
性
役
と
し
て
の
演
技
の
研
究
に
集
中
し
て
お
り
、女
性
役
に
つ
い

て
考
察
し
た
も
の
は
少
な
い
。

　

本
発
表
で
は
、一
九
一
二
年
か
ら
一
九
二
○
年
の
演
劇
評
論
誌
の
批
評
を
端
緒
と
し
、男
性
俳
優
の
評
論
に
特
化
し
て
い
た
演
劇
評
論
家
が
、女
性

役
を
演
じ
る
女
性
俳
優
の
演
劇
技
法
を
ど
の
よ
う
な
方
針
を
も
っ
て
評
価
し
た
か
を
調
査
し
、そ
の
評
論
か
ら
性
別
と
演
技
の
間
に
生
ず
る
影
響
や

相
互
関
係
を
考
察
し
、そ
れ
に
よ
り
当
時
の
女
性
俳
優
が「
女
性
」役
と
し
て
の
演
技
を
如
何
に
模
索
し
、試
行
錯
誤
し
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
し
た

い
。更
に
、本
発
表
で
は
舞
台
で
演
じ
ら
れ
る
賢
妻
、慈
母
、淑
女
、妖
婦
等
の
人
物
に
表
さ
れ
る
様
々
な「
女
性
」の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、民
国
初
期

の
男
女
平
等
や
自
由
な
婚
姻
等
、新
し
い
時
代
の
価
値
観
が
台
頭
す
る
中
で
、女
性
俳
優
が
如
何
に
新
し
い
解
釈
に
よ
る
表
現
を
試
み
た
か
、ま
た
こ

れ
ら
の「
女
性
」の
イ
メ
ー
ジ
が
表
す
文
化
的
意
味
合
い
に
つ
い
て
論
述
す
る
。
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女
性
は
如
何
に
女
性
を
演
じ
た
か
│
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
二
○
年
の
北
京
の
演
劇
評
論
誌
に
お
け
る
性
別
と
演
技
の
批
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

呉　

宛
怡（
香
港
理
工
大
学
）
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九
州
大
学
附
属
図
書
館
濱
文
庫
蔵
の
冰
心『
春
水
』手
稿
本
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

中
里
見　

敬（
九
州
大
学
）

　

九
州
大
学
附
属
図
書
館
濱
文
庫（
中
国
演
劇
研
究
者
・
濱
一
衛〔
一
九
〇
九
〜
一
九
八
四
〕の
旧
蔵
書
）に
は
冰
心
の
詩
集『
春
水
』の
手
稿
本
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。昨
年
公
開
さ
れ
た「
一
九
三
九
年
周
作
人
日
記
」（『
中
国
現
代
文
学
研
究
叢
刊
』二
〇
一
六
年
第
十
一
期
）に「
下
午
又
整
理
旧
報
、得

《
春
水
》原
稿
、擬
訂
以
贈
濱
君
」と
の
記
述
が
見
つ
か
り
、そ
の
内
容
が『
春
水
』手
稿
本
の
周
作
人
題
記
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
が
一
九
三
九

年
に
周
作
人
か
ら
濱
一
衛
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。さ
ら
に
、一
九
二
三
年
に
詩
集『
春
水
』が
新
潮
社
文
芸
叢
書
の
第
一
冊
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
際
、周
作
人
が
そ
の
主
編
を
務
め
て
い
た
こ
と
、ま
た
そ
の
筆
跡
か
ら
、こ
の
手
稿
本
が
冰
心
自
身
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確

実
と
な
っ
た
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、第
一
報
と
し
て
中
国
の
学
術
誌『
中
国
現
代
文
学
研
究
叢
刊
』二
〇
一
七
年
第
六
期
に「
冰
心
手
稿
藏
身
日
本
九

州
大
学
：《
春
水
》手
稿
、周
作
人
、濱
一
衛
及
其
他
」を
寄
稿
し
た
。

　

今
回
の
発
表
で
は
、

一
、九
州
大
学
附
属
図
書
館
濱
文
庫
所
蔵
冰
心『
春
水
』手
稿
本
の
概
要

二
、冰
心『
春
水
』手
稿
本
が
、周
作
人
を
経
て
、濱
一
衛
に
贈
ら
れ
た
経
緯

三
、『
春
水
』手
稿
本
と
通
行
本
の
比
較
・
異
同

四
、周
作
人
お
よ
び
濱
一
衛
の
遺
族
が
保
管
す
る
未
公
開
の
資
料

の
四
点
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
た
い
。一
、二
は
前
稿
と
重
複
す
る
が
、ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。三
、四
が
今
回
新
た
に
調
査
し
た
内
容
で
あ
る
。

　
『
春
水
』手
稿
本
は
現
存
す
る
冰
心
の
原
稿
と
し
て
最
も
早
い
時
期
の
自
筆
完
全
原
稿
で
あ
り
、冰
心
研
究
、中
国
現
代
文
学
研
究
、と
り
わ
け
一
九

二
〇
年
代
に
流
行
し
た
新
詩
の
研
究
に
お
け
る
新
資
料
と
し
て
、高
い
文
学
史
的
価
値
を
有
す
る
。さ
ら
に
冰
心
の
書
と
し
て
芸
術
的
に
も
貴
重
で

あ
る
。周
作
人
と
冰
心
、濱
一
衛
の
師
弟
関
係
、日
中
文
化
交
流
の
一
幕
を
証
す
る
資
料
と
し
て
、長
く
大
切
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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穆
時
英
に
お
け
る
作
風
の
転
換
と
堀
口
大
學　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

福
長　

悠（
東
北
大
学
大
学
院
）

　

一
九
三
〇
年
代
の
上
海
文
壇
で
活
躍
し
た
作
家
、穆
時
英（
一
九
一
二
〜
一
九
四
〇
）は
、文
壇
に
登
場
し
た
当
初
は
下
層
の
民
衆
を
描
く
作
風
で

名
を
挙
げ
た
が
、ま
も
な
く
モ
ダ
ン
都
市
上
海
を
舞
台
に
プ
チ
ブ
ル
階
級
の
歓
楽
を
描
く
作
風
に
舵
を
切
り
、「
中
国
新
感
覚
派
の
聖
手
」の
名
で
呼

ば
れ
た
。

　

本
発
表
で
は
、穆
時
英
の
小
説
に
お
け
る
男
女
関
係
を
描
く
場
面
に
お
い
て
、堀
口
大
學
の
詩
が
い
か
に
引
用
さ
れ
て
い
る
か
に
着
目
す
る
こ
と

で
、作
風
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。穆
時
英
は
一
九
三
一
年
に
発
表
し
た
短
編
小
説「
南
北
極
」に
お
い
て
、作
中
人
物
の
口
か
ら
堀

口
大
學
の
詩
句
を
語
ら
せ
て
い
る
。「
南
北
極
」の
主
人
公
は
人
力
車
夫
や
用
心
棒
な
ど
の
職
を
転
々
と
し
た
下
層
の
民
衆
で
あ
り
、堀
口
大
學
の
詩

を
引
用
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
の
青
年
に
反
感
を
抱
く
。ま
た
、穆
時
英
が
同
じ
く
三
一
年
に
発
表
し
た「
被
當
作
消
遣
品
的
男
子
」（
退
屈
し
の
ぎ
の

た
め
の
男
）で
は
、主
人
公
と
恋
愛
遊
戯
を
演
じ
る
女
性
、蓉
子
が
好
き
な
文
学
者
と
し
て
横
光
利
一
や
堀
口
大
學
の
名
前
を
挙
げ
る
。従
来
の
研
究

に
お
い
て
、蓉
子
が
横
光
利
一
お
よ
び
堀
口
大
學
の
名
を
挙
げ
た
こ
と
は
、穆
時
英
が
日
本
の
新
感
覚
派
へ
傾
倒
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
と
ら
え

ら
れ
て
き
た
。蓉
子
は
最
終
的
に
男
性
主
人
公
を「
消
遣
品
」（
退
屈
し
の
ぎ
の
た
め
の
品
）と
し
て
捨
て
て
し
ま
う
。男
性
主
人
公
が
恋
愛
の
主
導
権

を
握
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
上
の
特
徴
は
、先
行
研
究
で
も
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　

女
性
が
モ
ダ
ン
都
市
を
象
徴
し
、男
性
主
人
公
が
恋
愛
の
主
導
権
を
握
れ
な
い
と
い
う
構
図
は
、作
風
の
転
換
の
前
後
と
も
に
み
ら
れ
る
。転
換
の

前
後
に
お
け
る
堀
口
大
學
へ
の
言
及
は
、男
性
主
人
公
が
都
市
に
対
し
て
抱
く
興
味
と
反
感
の
相
半
ば
し
た
複
雑
な
感
情
を
そ
の
ま
ま
映
し
出
し
て

い
る
。穆
時
英
自
身
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
の
出
身
で
あ
り
、下
層
民
を
主
人
公
に
小
説
を
書
い
た
理
由
は
、長
ら
く
議
論
の
対
象
に
な
っ
て
き
た
。し

か
し
、以
上
か
ら
、穆
時
英
は
、都
市
と
女
性
に
対
す
る
愛
情
と
恐
怖
の
感
情
を
、下
層
民
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
に
対
し
て
抱
く
羨
望
と
恐
怖
の
感
情

に
置
き
換
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。



－37－

第
三
部
会（
Ⅲ
日
本
漢
文
部
会
）

Ⅲ ― 
１　

清
原
家『
孝
経
』抄
物
に
み
え
る
注
釈
の
多
様
性
│
開
宗
明
義
章「
至
徳
要
道
」の
注
釈
を
例
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

石
丸　

羽
菜（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

　
『
孝
経
』の
日
本
へ
の
伝
来
は
古
く
、大
宝
二
年（
七
〇
二
）の
大
宝
律
令
に
そ
の
書
名
が
み
ら
れ
る
。下
っ
て
中
世
で
は
、当
時
の
儒
学
の
権
威
で

あ
っ
た
明
経
博
士
家
の
清
原
氏
が
用
い
た『
古
文
孝
経
孔
安
国
伝
』が
よ
く
読
ま
れ
た
。そ
れ
で
は
、清
原
家
の
人
々
は『
孝
経
』を
ど
の
よ
う
に
理
解

し
て
い
た
の
か
。こ
れ
を
知
る
た
め
に
、清
原
家
の
人
々
の
講
義
に
関
す
る
記
述
を
載
せ
る
抄
物
は
有
力
な
資
料
と
い
え
る
。

　

清
原
家
の『
孝
経
』抄
物
の
諸
系
統
に
つ
い
て
は
、阿
部
隆
一
氏
の「
室
町
時
代
邦
人
撰
述
孝
経
注
釈
書
考
」（『
大
倉
山
論
集
』八
、一
九
六
〇
年
。の

ち
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
編『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
二
』解
題
篇
一
所
収
、汲
古
書
院
、一
九
八
五
年
）が
最
も
詳
し
い
。た
だ
し
阿
部
氏
は
書
誌
学
的

な
考
察
を
主
と
し
て
お
り
、各
系
統
に
個
性
を
認
め
る
も
の
の
、注
釈
内
容
に
つ
い
て
は「
現
存
の
清
家
講
説
本
が
す
べ
て
根
本
に
於
て
は
文
体
に
至

る
ま
で
判
を
捺
し
た
如
く
、宣
賢
の
そ
れ
と
殆
ど
同
一
で
、そ
の
時
々
の
受
講
者
の
聞
書
に
よ
つ
て
、細
部
に
至
つ
て
の
省
略
の
差
、文
辞
詞
章
を
見

る
異
本
を
派
生
せ
し
め
て
お
る
」（
前
掲
の
阿
部
氏
論
文
二
三
三
頁
）と
言
う
。総
体
的
に
は
阿
部
氏
の
指
摘
通
り
で
あ
る
が
、発
表
者
が
各
系
統
間
の

注
釈
の
差
異
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、『
孝
経
』全
体
の
約
八
割
に
存
在
し
て
い
た
。こ
の
異
な
り
は
ど
の
よ
う
で
あ
り
、何
に
由
来
す
る
の
か
。中
世
日

本
に
お
け
る『
孝
経
』受
容
と
い
う
観
点
か
ら
、再
考
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
発
表
で
は
、『
古
文
孝
経
孔
伝
』開
宗
明
義
章「
至
徳
要
道
」と
そ
の
孔
伝
に
対
す
る
清
原
家
の
抄
物
の
注
釈
に
着
目
す
る
。該
当
部
分
に
対
す
る

注
釈
は
、考
察
対
象
と
す
る
五
系
統
の
う
ち
、抄
物
独
自
の
注
釈
は
三
種
が
確
認
さ
れ
、そ
こ
に
は
仏
教
的
、朱
子
学
的
な
要
素
が
み
ら
れ
る
。こ
れ
に

つ
い
て
、他
系
統
の『
孝
経
』抄
物
や『
孝
経
』以
外
の
抄
物
に
み
え
る
関
連
注
釈
を
た
ど
る
こ
と
で
、こ
う
し
た
注
釈
が
な
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
考

察
す
る
。以
上
の
過
程
に
よ
っ
て
同
一
漢
籍
に
対
す
る
抄
物
に
も
多
様
な
注
釈
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、当
時
の
儒
書
理
解
の
一
方

式
に
つ
い
て
も
卑
見
を
呈
し
て
み
た
い
。
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山
鹿
素
行
の「
主
静
」批
判
│
佐
藤
直
方
と
の
比
較
を
通
し
て　
　
　
　
　
　
　

 　

  

石
橋　

賢
太（
中
央
大
学
）

　

山
鹿
素
行（
一
六
二
二
〜
一
六
八
五
）は
、日
本
に
お
け
る
朱
子
学
批
判
の
嚆
矢
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、従
来
の
研
究
で
は
朱
子
と
の

比
較
を
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。だ
が
、素
行
の
言
葉
を
仔
細
に
見
て
い
く
と
、素
行
の
批
判
の
対
象
が
朱
子
そ
の
人
と
い
う
よ
り
は
、朱
子
に
先

行
す
る
周
濂
溪
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。し
た
が
っ
て
、従
来
は
朱
子
学
批
判
だ
と
見
ら
れ
て
い
た
素
行
の
言
説
は
、周
濂
溪
へ
の

批
判
と
し
て
読
み
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
素
行
の
思
想
を
捉
え
直
し
た
と
き
、近
世
儒
学
史
に
お
け
る
素
行
の
位
置
づ
け
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
。こ

の
点
を
明
確
に
す
る
た
め
に
本
発
表
で
は
、崎
門
派
の
儒
者
佐
藤
直
方（
一
六
五
〇
〜
一
七
一
九
）と
の
比
較
を
行
う
。直
方
と
比
較
す
る
の
は
、直
方

が
周
濂
溪
を
朱
子
と
並
ん
で
高
く
評
価
し
た
か
ら
で
あ
る
。こ
の
面
で
は
、朱
子
と
周
濂
溪
と
の
違
い
を
分
析
的
に
捉
え
、周
濂
溪
を
よ
り
強
く
批
判

し
た
素
行
と
対
照
的
で
あ
る
。

　

両
者
を
比
較
す
る
に
際
し
、本
発
表
で
は
周
濂
溪
の
い
う「
主
静
」に
対
す
る
言
説
を
取
上
げ
る
。「
主
静
」に
つ
い
て
、素
行
は「
後
學
聖
人
の
道
を

以
て
異
端
の
工
夫
を
為
す
の
弊
、因
つ
て
起
る
所
な
り
」（『
山
鹿
語
類
』巻
第
四
十
三
）と
き
わ
め
て
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
、直
方
は

「
学
問
の
根
基
は
主
静
存
養
な
り
」（『
敬
説
筆
記
』）と
最
大
限
の
賛
辞
を
送
っ
て
い
る
。「
主
静
」に
対
す
る
評
価
に
お
い
て
、両
者
の
違
い
は
顕
著
で

あ
る
。し
た
が
っ
て
、「
主
静
」を
め
ぐ
る
言
説
を
見
て
い
く
こ
と
で
、両
者
の
周
濂
溪
に
対
す
る
認
識
の
違
い
も
浮
彫
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
発
表
で
は
こ
の
よ
う
な
比
較
を
通
し
て
、素
行
の
考
え
方
を
よ
り
明
確
に
し
、素
行
の
思
想
の
あ
ら
た
な
位
置
づ
け
を
考
え
て
い
く
。
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伊
藤
東
涯
の『
周
易
伝
義
考
異
』に
つ
い
て
│
そ
の
卦
変
説
を
例
証
と
し
て　
　
　
　

廖　

海
華（
北
海
道
大
学
大
学
院
）

　

伊
藤
東
涯
の
著
作『
周
易
経
翼
通
解
』は
、「
漢
文
大
系
」に
収
め
ら
れ
、よ
く
読
ま
れ
て
い
る
書
物
で
あ
る
。こ
の『
通
解
』に
随
所
見
え
る
独
特
な
易

解
釈
の
う
ち
、よ
く
問
題
に
な
る
の
は
そ
の
卦
変
説
で
あ
る
。先
行
研
究
に
よ
る
と
、卦
変
説
に
関
し
て
東
涯
の
著
作『
卦
変
考
』と『
通
解
』を
比
較
し

て
み
る
と
、両
者
の
間
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
。こ
れ
は
東
涯
自
身
の
混
乱
や
齟
齬
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、早
年
の『
卦
変
考
』と
晩
年
の

『
通
解
』の
ほ
か
に
、東
涯
に
は
も
う
一
つ
重
要
な
著
作
が
あ
る
。つ
ま
り
、『
周
易
伝
義
考
異
』と
い
う
東
涯
が
人
生
に
亘
っ
て
書
き
留
め
た
厖
大
な
読

易
筆
記
で
あ
る
。そ
の
著
作
を
無
視
し
て
は
い
け
な
い
。

　

そ
こ
で
、『
考
異
』の
性
質
に
つ
い
て
文
献
学
調
査
を
行
っ
た
。早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
佐
々
木
写
本
、天
理
大
学
図
書
館
古
義
堂
文
庫
所
蔵
の

東
所
写
本
、古
義
堂
文
庫
所
蔵
の
東
涯
手
沢
本『
易
経
集
註
』の
三
つ
の
文
献
を
比
較
し
た
。『
集
註
』の
上
欄
に
あ
る
東
涯
の
書
入
れ
を
集
め
て
で
き

た
の
が
東
所
写
本
の『
考
異
』で
あ
る
。佐
々
木
写
本
は
、東
所
写
本
の
写
し
で
あ
り
、そ
の
文
字
、特
に
そ
の
中
に
細
か
く
記
入
さ
れ
て
い
る「
考
異
」

各
条
の
執
筆
年
月
日
の
信
憑
性
も
極
め
て
高
い
。

　

次
に
、『
考
異
』と『
通
解
』と
の
関
係
を
分
析
す
る
。『
通
解
』の
東
所
序
に
は
、『
考
異
』の
撰
述
は『
通
解
』の
準
備
で
あ
る
と
説
く
所
が
あ
る
が
、両

者
の
内
容
を
比
較
し
て
み
る
と
、東
所
の
説
を
明
確
に
裏
付
け
ら
れ
る
。つ
ま
り
、『
考
異
』は『
通
解
』の
草
稿
の
一
部
と
見
て
よ
い
。『
通
解
』に
は
た

だ
結
論
が
示
さ
れ
、『
考
異
』に
は
そ
の
結
論
に
至
る
ま
で
の
詳
し
い
考
察
の
過
程
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

最
後
に
、『
考
異
』・『
卦
変
考
』・『
通
解
』三
書
の
卦
変
説
を
比
較
し
て
み
る
と
、東
涯
の
基
本
的
な
考
え
方
は
変
わ
ら
な
い
が
、細
部
に
つ
い
て
は
何

度
も
自
分
の
説
を
調
整
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『
考
異
』に
よ
っ
て
、そ
の
調
整
の
過
程
が
分
か
れ
ば
、い
わ
ゆ
る「
混
乱
や
齟
齬
」は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
見
な
せ
る
。
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荻
生
徂
徠
の
訓
点
資
料
に
お
け
る
助
字
に
つ
い
て
の
考
察
│「
而
」の
訓
読
法
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

王　

侃
良（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

　

荻
生
徂
徠（
一
六
六
六
〜
一
七
二
八
）は
、漢
文
直
読
を
主
張
し
、訓
読
を
否
定
し
た
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。一
般
的
に
徂
徠
の
著
書
は
ほ
ぼ
無
訓

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、実
際
に
は
訓
点
を
付
し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。一
方
、江
戸
時
代
に
お
け
る
訓
読
法
の
変
遷
に
つ
い
て
、そ
の

分
岐
点
に
は
、徂
徠
の
高
弟
で
あ
る
太
宰
春
台（
一
六
八
〇
〜
一
七
四
七
）の
春
台
点
の
登
場
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、徂
徠
と

ど
の
よ
う
な
繋
が
り
が
あ
る
の
か
に
関
す
る
研
究
は
ま
だ
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。本
発
表
で
は
、『
六
諭
衍
義
』を
は
じ
め
と
す
る
徂
徠
の
訓
読
資
料

を
取
り
上
げ
、そ
こ
で
の
助
字「
而
」の
訓
読
法
を
調
査
し
、春
台
点
な
ど
江
戸
時
代
の
各
訓
点
と
対
照
し
て
考
察
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
而
」の
訓
読
法
に
つ
い
て
、徂
徠
の『
訓
訳
示
蒙
』を
参
照
し
た
と
こ
ろ
、徂
徠
は
古
代
中
国
語
に
お
け
る
文
法（
修
辞
）の「
軽
・
重
」と

い
う
基
準
に
よ
っ
て「
置
き
字
」か
ど
う
か
を
判
断
し
、ま
た「
置
き
字
」で
な
い
場
合「
而
」字
に「
雖
」の
意
味
が
あ
る
か
な
い
か
を
考
え
て
、「
ナ
レ
ド

モ
」、「
シ
カ
モ
」な
ど
の
よ
う
に
施
点
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。こ
の
よ
う
な
実
際
の
訓
点
の
面
か
ら
見
る
と
、徂
徠
の
訓
読（
翻
訳
）観
に
よ
っ
て
徂

徠
点
と
い
う
独
特
な
訓
み
方
が
あ
り
、ま
た
太
宰
春
台（
春
台
点
）に
深
く
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

荻
生
徂
徠
の
訓
点
資
料
に
お
け
る
ほ
か
の
訓
読
法
、そ
し
て
こ
の
よ
う
な
訓
点
の
付
し
方
と
中
国
語
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
考
察
課
題
と

し
た
。
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野
村
篁
園
の「
雅
詞
」に
つ
い
て
│
江
戸
時
代
に
お
け
る
填
詞
受
容
の
一
側
面　
　
　

 

陳　

竺
慧（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）

　
「
填
詞
」と
は
、「
詞
牌
」と
い
う
予
め
決
ま
っ
た
曲
調
と
そ
れ
に
合
わ
せ
て
言
葉
を
選
び
、譜
面
通
り
に「
詞
」を「
填
」め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
産

み
出
さ
れ
る
文
体
で
あ
る
。従
っ
て
、填
詞
に
は
詞
牌
ご
と
に
近
体
詩
以
上
に
細
か
い
韻
律
の
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。日
本
で
は
古
く
か
ら
漢
詩

文
が
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
で
あ
ろ
う
、歴
代
、填
詞
に
挑
む
作
者
は
稀
で
あ
っ
た
。

　

野
村
篁
園（
一
七
七
五―

一
八
四
三
）は
江
戸
幕
府
の
最
高
学
府
で
あ
っ
た
昌
平
黌（
昌
平
坂
学
問
所
）に
務
め
た
儒
者
で
あ
る
。絶
句
、律
詩
か
ら

排
律
、古
体
詩
、駢
賦
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
に
わ
た
っ
て
多
作
し
て
い
る
が
、填
詞
に
つ
い
て
も
百
六
十
六
首
も
の
作
品
を
残
し
て
い
る
。そ
の
数

は
江
戸
時
代
以
前
に
お
い
て
は
異
例
と
言
え
る
ほ
ど
多
く
、「
江
戸
時
代
に
出
た
最
大
の
填
詞
作
家
で
あ
る
」（
神
田
喜
一
郎『
日
本
に
お
け
る
中
国
文

学
Ｉ―

―

日
本
填
詞
史
話　

上―
―

』二
玄
社
、一
九
六
五
年
）と
も
称
さ
れ
る
。そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、篁
園
の
填
詞
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で

本
格
的
な
研
究
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
過
ぎ
て
き
て
い
る
。

　

篁
園
の
填
詞
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
は
、「
雅
詞
」と
分
類
さ
れ
る
作
品
群
の
詞
風
で
あ
る
。こ
こ
で
い
う「
雅
詞
」と
は
姜
夔
を
始
め
、史
達
祖
、呉

文
英
、王
沂
孫
、張
炎
な
ど
い
わ
ゆ
る「
雅
詞
派
」と
称
さ
れ
る
南
宋
の
詞
人
た
ち
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、音
楽
と
の
調
和
を
重
視
し
、洗
練
さ
れ
た
言

葉
を
用
い
る「
雅
正
」な
詞
風
を
指
す
。こ
う
し
た
詞
風
は
、よ
く
知
ら
れ
る
同
時
代
の
田
能
村
竹
田（
一
七
七
七―

一
八
三
五
）が
目
指
し
た「
清
軽
く

し
て
、悽
惋
豔
麗
」（
竹
田
が
編
纂
し
た『
填
詞
図
譜
』）な
填
詞
と
は
ま
っ
た
く
相
反
す
る
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、本
発
表
で
は
篁
園
の
填
詞
に
つ
い
て
、篁
園
が
ど
の
よ
う
に
清
の
詞
論
に
影
響
さ
れ
て
南
宋
の
雅
詞
に
傾
倒
し
て

い
っ
た
の
か
を
考
察
し
、篁
園
が
な
ぜ「
雅
詞
」を
作
る
こ
と
に
挑
戦
し
た
の
か
を
探
る
こ
と
で
、填
詞
と
い
う
文
体
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
受
容
の

も
う
一
つ
の
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

マ　

マ
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原
采
蘋
の
漢
詩
に
お
け
る
時
間
意
識　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

柯　

明（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）

　

江
戸
時
代
に
は
、漢
詩
を
作
り
詩
集
を
残
し
た
優
れ
た
女
性
漢
詩
人
が
幾
人
か
現
れ
、そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
の
あ
る
詩
を
作
っ
た
が
、そ
の
多
く
は
花

鳥
風
月
を
詠
む
こ
と
を
好
み
、い
わ
ゆ
る
閨
秀
詩
人
の
域
に
属
す
る
詩
人
た
ち
で
あ
っ
た
。そ
の
中
で
、原
采
蘋（
一
七
九
八
〜
一
八
五
九
）は
当
時
に

は
極
め
て
珍
し
く
、ほ
ぼ
全
生
涯
を
通
し
て
日
本
各
地
を
遍
歴
し
な
が
ら
詩
を
作
っ
た
。こ
れ
ま
で
原
采
蘋
の
研
究
は
お
お
む
ね
そ
の
伝
記
研
究
や

九
州
の
郷
土
詩
人
と
し
て
の
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、詩
作
品
そ
の
も
の
に
対
す
る
考
察
は
甚
だ
乏
し
か
っ
た
。筆
者
は
こ
れ
ま
で
、彼
女
の
詩
作

に
お
け
る
遊
歴
の
感
覚
に
溢
れ
た
詩
語
・
景
物
表
現
な
ど
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る（「
原
采
蘋
の『
采
蘋
詩
集
』に
お
け
る
植
物
描

写
か
ら
見
る
遊
歴
の
感
覚
」『
江
戸
風
雅
』第
十
四
号
所
収
）が
、今
回
の
発
表
で
は
、采
蘋
の
詩
に
お
け
る
核
心
と
も
い
え
る
時
間
表
現
と
そ
れ
に
反

映
さ
れ
て
い
る
彼
女
の
時
間
意
識
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　

采
蘋
の
詩
作
に
は
明
確
な
時
間
表
現
が
数
多
く
見
ら
れ
、全
詩
篇
の
中
で
特
別
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。こ
れ
は
男
女
を
問
わ
ず
同
時
代
の

江
戸
期
の
詩
人
の
中
に
お
い
て
は
、非
常
に
特
徴
的
な
こ
と
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、中
国
清
代
の
女
性
詩
人
の
作
品
と
比
べ
て
も
、そ
の
多
用
は
際

立
っ
て
お
り
、采
蘋
文
学
の
独
自
性
を
形
成
す
る
部
分
で
あ
る
。そ
れ
は
彼
女
の
旅
の
実
体
験
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、そ
の
生
涯

の
歩
み
に
即
し
て
考
察
す
る
。

　

本
発
表
で
は
、采
蘋
の
詩
作
品
そ
の
も
の
に
着
目
し
、特
徴
的
に
見
ら
れ
る
時
間
表
現
を
取
り
上
げ
て
、な
ぜ
彼
女
が
時
間
表
現
を
多
用
し
た
の

か
、彼
女
が
時
間
を
ど
の
よ
う
に
意
識
し
、そ
れ
を
詩
作
に
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
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青
木
正
児
の
京
劇
観　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

李　

莉
薇（
華
南
師
範
大
学
）

　

一
九
一
九
年
、中
国
で
も
っ
と
も
人
気
の
あ
る
俳
優
梅
蘭
芳
が
初
め
て
日
本
へ
渡
航
し
、一
ヶ
月
ほ
ど
公
演
を
行
っ
た
。梅
蘭
芳
の
帰
国
後
、狩
野

直
喜
、内
藤
湖
南
、浜
田
耕
作
、鈴
木
虎
雄
、青
木
正
児
な
ど「
京
都
学
派
」名
学
者
揃
い
の
評
論
集『
品
梅
記
』（
一
九
一
九
）が
出
版
さ
れ
、中
日
に
も
注

目
さ
れ
て
い
た
。中
に
は
中
国
戯
曲
研
究
専
門
家
と
し
て
の
青
木
正
児
の『
梅
郎
と
崑
曲
』と
い
う
文
章
が
見
ら
れ
る
。青
木
氏
は
梅
蘭
芳
の
演
出
を

見
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、梅
蘭
芳
の
芸
や「
崑
曲
」「
皮
黄
」の
文
学
上
、芸
術
上
に
お
け
る
優
劣
を
論
じ
、さ
ら
に
文
芸
史
全
体
か
ら
見
れ
ば
現

代
の
中
国
劇
は
そ
の
衰
頽
期
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。こ
の
文
章
か
ら
、青
木
氏
の
当
世
流
行
の「
皮
黄
」を
捨
て「
崑
曲
」を
取
る
と
い
う
中
国
演
劇
観

を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ほ
ぼ
十
年
後
、青
木
氏
が
戯
曲
研
究
の
集
大
成
で
あ
る『
支
那
近
世
演
劇
史
』（
一
九
三
○
）を
上
梓
。同
書
に
お
い
て
、氏
は
中
国
演
劇
の
史
的
発
展

の
視
点
か
ら
、再
び「
皮
黄
」「
崑
曲
」の
歴
史
地
位
並
び
に
二
者
の
文
学
上
、芸
術
上
に
お
け
る
価
値
を
議
論
し
た
。

　

上
述
し
た
二
作
を
よ
く
分
析
す
る
と
、青
木
氏
の「
皮
黄
」「
崑
曲
」に
対
す
る
認
識
に
は
一
貫
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、あ
る
程
度
の
変
化
も
見
ら
れ

る
。特
に
演
劇
進
歩
を
論
ず
る
に
当
た
っ
て
、崑
曲
よ
り
皮
黄
調
の
老
生
戯
の
佳
な
る
者
が
多
く
、崑
曲
は
皮
黄
調
に
一
籌
を
輸
す
る
と
い
う
見
方
は

正
に
一
九
三
○
年
代
青
木
氏
の「
皮
黄
」「
崑
曲
」再
認
識
と
言
え
よ
う
。

　

何
故
こ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
か
。名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館「
青
木
文
庫
」所
蔵
の
図
書
、レ
コ
ー
ド
、戯
単
、版
画
画
集
な
ど
の
演
劇
研
究

資
料
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、一
九
二
○
年
代
青
木
の
前
後
三
回
の
中
国
留
学
が
氏
の
中
国
演
劇
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
た
。青
木
氏
が
中
国
留
学
し
た
時
、ど
ん
な
演
劇
を
み
た
の
か
、ど
ん
な
劇
場
へ
足
を
運
ん
だ
の
か
、ど
ん
な
人
に
会
っ
た
の
か
、そ
し

て
、二
年
間
ほ
ど
の
中
国
滞
在
が
氏
の
中
国
演
劇
研
究
に
い
か
に
し
て
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
、本
発
表
で
は
青
木
氏
の
論
著
を
熟
読
し
た
上
で
、

当
時
の
中
国
学
と
の
関
係
を
再
考
す
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
い
。
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第
四
部
会（
Ⅳ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）（
次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

　
　

表
象
文
化
研
究
の
試
み
│
中
国
映
画
研
究
の
お
も
し
ろ
さ

　

本
学
会
研
究
推
進
・
国
際
交
流
委
員
会
で
は
、第
四
の
部
会
と
し
て「
表
象
文
化
部
会
」の
創
設
を
提
案
し
て
い
る
。今
回
、そ
の
ア
ピ
ー
ル
の
一
環

と
し
て
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
表
象
文
化
研
究
の
試
み―

中
国
映
画
研
究
の
お
も
し
ろ
さ
」を
行
う
。

　

中
国
の
学
問
は
広
範
な
領
域
を
包
含
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
に
立
て
ら
れ
て
来
た
領
域
に
す
っ
ぽ
り
と
は
収
ま
ら
な
い
分
野
、ま
た
、時
代
の
流
れ

の
中
で
新
た
に
生
ま
れ
た
分
野
が
あ
る
。こ
う
い
っ
た
分
野
を「
表
象
文
化
部
会
」で
生
か
し
た
い
。そ
し
て
今
回
、新
分
野
の
代
表
的
存
在
で
、パ
ネ

ル
代
表
者（
松
村
）な
ど
も
文
人
研
究
と
兼
ね
て
行
っ
て
来
た
映
画
研
究
を
取
り
上
げ
、そ
の
お
も
し
ろ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、中
国
研

究
を
や
っ
て
み
よ
う
、日
本
中
国
学
会
に
入
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
増
や
せ
れ
ば
と
考
え
る
。

　

中
国
の
学
問
に
は
、中
国
を
動
か
す
大
き
な
力
が
あ
る
。時
に
は
儒
教
や
道
家
思
想
が
、時
に
は
辞
賦
や
詩
詞
が
中
国
を
動
か
し
て
来
た
。そ
の
力

を
映
画
も
持
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。中
国
映
画
研
究
は
、そ
う
い
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中
に
分
け
入
っ
て
行
く
魅
力
を
こ
れ
ま
で
の
学

問
同
様
に
有
し
な
が
ら
、映
像
や
音
声
か
ら
イ
メ
ー
ジ
の
分
析
も
可
能
な
、奥
深
さ
と
幅
広
さ
を
具
え
た
研
究
分
野
で
あ
る
。

　

今
回
、三
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、各
々
の
研
究
を
紹
介
し
つ
つ
、こ
ん
な
発
見
が
あ
っ
た
、こ
ん
な
課
題
が
生
ま
れ
た
と
い
っ
た
こ
と
を
発
表
す
る

こ
と
に
よ
り
、中
国
映
画
研
究
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
た
い
。な
お
、司
会
は
、本
委
員
会
の
宇
佐
美
文
理
委
員
長
に
お
願
い
す
る
。

○
松
村　

茂
樹（
大
妻
女
子
大
学
）

　

蓋　

曉
星（
関
東
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

徐　

子
怡（
東
京
理
科
大
学
非
常
勤
講
師
）
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○
松
村
茂
樹「
現
代
中
国
映
画
に
お
け
る
レ
ジ
ェ
ン
ド
へ
の
回
帰
と
反
発
」

　

陳
凱
歌
監
督
・
張
芸
謀
撮
影
の『
黄
色
い
大
地
』（
一
九
八
四
）は
、改
革
開
放
が
保
守
派
の
牽
制
を
受
け
る
中
、そ
の
推
進
を
求
め
た
作
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。そ
し
て
、テ
ー
マ
を
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
よ
り
鮮
明
に
す
る
と
い
う
画
期
的
手
法
に
よ
り
、こ
の
映
画
は
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
な
っ

た
。そ
の
後
、こ
れ
に
回
帰
し
た
り
、反
発
し
た
り
す
る
映
画
が
出
て
く
る
。こ
れ
ら
を
紹
介
し
な
が
ら
、中
国
映
画
に
お
け
る
レ
ジ
ェ
ン
ド
に
つ

い
て
考
え
た
い
。

○
蓋
曉
星「『
日
本
に
お
け
る
中
国
映
画
の
受
容
』に
関
す
る
研
究
及
び
今
後
の
展
開
」

　
「
日
本
に
お
け
る
中
国
映
画
の
受
容
」と
い
う
テ
ー
マ
で
制
作
年
代（
一
九
五
○
年
代
以
後
）や
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
行
っ
て
き
た
研
究
に
つ
い
て
報

告
し
、今
後
の
テ
ー
マ
を
探
る
。例
え
ば
、「
中
国
映
画
に
お
け
る
女
子
大
生
の
宿
舎
文
化
」と
い
う
論
文
に
お
い
て
分
析
し
た
、中
国
映
画
特
有
の
舞

台
装
置
と
い
え
る「（
大
学
の
）宿
舎
」が
創
出
し
た
物
語
の
構
成
要
素
、ま
た
そ
こ
で
描
か
れ
た
女
子
大
生
像
に
つ
い
て
発
表
し
た
い
。

○
徐
子
怡「
中
国
に
お
け
る
村
上
春
樹
作
の
小
説
と
映
画
に
つ
い
て
の
受
容
」

　

二
○
一
○
年
ま
で
に
村
上
作
品
か
ら
改
編
さ
れ
た
映
画
は
七
作
あ
る
。そ
の
う
ち
、最
初
の『
風
の
歌
を
聴
け
』（
一
九
八
一
）と
最
後
の『
ノ
ル
ウ
ェ

イ
の
森
』（
二
○
一
○
）以
外
は
全
て
短
編
作
品
を
原
作
と
し
た
も
の
で
あ
る
。村
上
文
学
に
お
い
て
、長
編
を
重
視
す
る
中
国
の
読
者
に
と
っ
て
、そ

の
原
作
が
映
像
化
さ
れ
る
と
、評
価
は
逆
転
す
る
こ
と
が
生
じ
る
。こ
れ
ら
の
内
容
を
紹
介
し
つ
つ
、原
作
小
説
の
受
容
と
比
べ
な
が
ら
、村
上
文
学

か
ら
改
編
さ
れ
る
映
画
に
つ
い
て
中
国
に
お
け
る
受
容
を
考
え
た
い
。
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山
形
大
学
附
属
博
物
館
・
小
白
川
図
書
館
　
共
催  

日
本
中
国
学
会
第
六
十
九
回
大
会
準
備
会
　
後
援

特
別
展「
沖
縄
と
山
形
を
つ
な
い
だ
琉
球
漢
詩
文
」

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、旧
林
泉
文
庫
所
蔵
の
琉
球
・
沖
縄
の
漢
詩
文
と
関
係
す
る
資
料
を
展
示
し
、近
代
以
降
、最
後
の
米
沢
藩
主
上
杉
茂
憲
と

伊
佐
早
謙
が
つ
な
い
だ
沖
縄
と
山
形
と
の
深
い
結
び
つ
き
を
紹
介
す
る
。林
泉
文
庫
は
、近
代
山
形
の
郷
土
史
家
の
先
駆
け
伊
佐
早（
一
八
五
七
〜
一
九
三
○
）

が
収
集
し
た
米
沢
藩
関
係
の
書
籍
と
古
文
書
、お
よ
び
和
漢
の
古
典
籍
か
ら
な
る
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　

伊
佐
早
は
、幕
末
に
米
沢
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
。藩
校
興
譲
館
の
提
学
片
山
一
貫（
弦
斎
）の
門
に
入
り
漢
学
を
修
め
、漢
詩
文
に
も
造
詣
が
あ
っ

た
。若
く
し
て
藩
主
や
藩
士
の
絶
句
を
蒐
集
し
た『
鶴
城
詩
集
』を
編
纂
出
版
し
た
。晩
年
に
は
、自
ら
の
漢
詩
を
収
め
た『
樅
軒
稿
』や『
恩
栄
紀
詩
』を

残
し
て
い
る
。ま
た
上
杉
家
記
録
編
纂
所
総
裁
を
委
嘱
さ
れ
た
伊
佐
早
は
、『
奥
羽
編
年
史
料
』『
鷹
山
公
遺
事
』『
編
年
子
爵
上
杉
家
記
』な
ど
を
執
筆

し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
米
沢
の
各
界
に
働
き
か
け
て
、一
九
○
八（
明
治
四
十
一
）年「
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
」（
市
立
米
沢
図
書
館
の
前
身
）設
立
に
尽
力
し
た
。

翌
年
十
月
に
開
館
し
、こ
れ
に
よ
り
興
譲
館
の
図
書
が
散
逸
す
る
こ
と
な
く
引
き
継
が
れ
た
の
は
稀
有
の
こ
と
で
、い
わ
ゆ
る「
米
沢
善
本
」の
守
り

人
で
も
あ
っ
た
。一
九
一
二（
大
正
元
）年
か
ら
亡
く
な
る
直
前
ま
で
、第
二
代
館
長
と
し
て
引
き
続
き
貴
重
書
の
蒐
集
に
努
め
る
な
ど
、図
書
館
人
と

し
て
の
貢
献
も
特
筆
に
価
す
る
も
の
が
あ
る
。

　

本
学
所
蔵
の
旧
林
泉
文
庫
に
貴
重
な
琉
球
・
沖
縄
関
係
資
料
が
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
こ
と
に
最
初
に
注
目
し
た
の
は
、う
る
ま
市
中
央
図
書
館

の
栄
野
川
敦
館
長
や
鹿
児
島
大
学
の
高
津
孝
教
授
た
ち
で
あ
っ
た
。同
市
教
育
委
員
会
が
蔡
大
鼎『
伊
計
村
遊
草
』等
調
査
研
究
事
業
を
進
め
る
中

会
期
　
二
○
一
七
年
十
月
六
日（
金
）〜
十
一
月
十
四
日（
火
）

い  

さ
は
や 

け
ん

も
ち 

の
り
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で
、二
○
一
三（
平
成
二
十
五
）年
二
度
に
わ
た
っ
て
来
館
し
、約
二
八
点
に
の
ぼ
る
関
係
資
料
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。今
回
の
展
示
で
は
、そ
の

貴
重
な
研
究
成
果
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

　

旧
林
泉
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
関
係
資
料
に
は
、漢
詩
人
で「
琉
球
処
分
」後
に
救
国
運
動
に
奔
走
し
た
蔡
大
鼎
や
林
世
功
に
関
係
す
る
書
籍
が
数
多

く
含
ま
れ
て
い
る
。久
米
村
の
士
族
で
、清
国
へ
の
朝
貢
業
務
に
関
わ
っ
て
い
た
家
柄
の
蔡
大
鼎
、そ
れ
に
父
徳
懋
や
弟
大
受
、叔
父
徳
昌
な
ど
が
所

持
し
て
い
た
鈔
本
で
あ
る
。た
と
え
ば
、福
建
の
欽
思
堂
で
出
版
さ
れ
た
大
鼎
撰『
北
燕
游
草
』や『
呈
文
集
』（
大
鼎
旧
蔵
）、『
官
生
鄭
孝
徳
詩
文
集
』

（
徳
懋
旧
蔵
）、『
意
山
堂
詩
集
』（
大
受
旧
蔵
）、『
琉
球
正
使
毛
國
棟
詩
』（
徳
昌
旧
蔵
）な
ど
は
、お
そ
ら
く
蔡
氏
の
関
係
者
か
ら
一
括
し
て
入
手
し
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。ま
た
琉
球
の
分
島
・
改
約
案
に
抗
議
し
自
決
し
た
林
世
功
の
関
係
で
は
、『
林
世
功
遺
稿
』や『
呈
文
』（
世
功
旧
蔵
）な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
た
び
、日
本
中
国
学
会
が
本
学
で
開
催
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
、小
白
川
図
書
館
所
蔵
の
琉
球
・
沖
縄
関
係
漢
詩
文
を
初
め
て
公
開
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。こ
の
場
を
借
り
て
特
別
展
開
催
に
あ
た
っ
て
後
援
し
て
い
た
だ
い
た
同
準
備
会
に
謝
意
を
述
べ
た
い
。

　

斯
界
の
専
門
家
が
一
同
に
会
す
る
こ
の
機
会
に
、特
別
展
を
ご
高
覧
い
た
だ
き
専
門
的
立
場
か
ら
多
く
の
ご
示
教
を
得
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

U
R
L: 　

http://w
w
w
.lib.yam

agata-u.ac.jp/m
useum

/gazou/kanpou/   

山
形
大
学
附
属
博
物
館
館
報
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大会案内図（小白川キャンパス）

書店・出版社展示

大会会場理事会

各種委員会
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大会会場案内図（基盤教育棟）

第二
会場

第三
会場

休憩室

2階

1階

第一会場

学会事務局
大会準備会控室

手荷物
預り所 大会受付
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3階

2階

1階

大会会場案内図（人文社会科学部棟）

将来計画特別委員会

理事会・評議員会

託児室

選挙管理委員会

広報委員会

研究推進国際交流委員会

論文審査委員会

出版委員会

大会委員会
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大会会場案内図（基盤教育棟）

書店・出版社展示・休憩室

1階
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７. 申し込み方法
　メールにての受付となります。（hsu@human.kj.yamagata-u.ac.jp）
　振込用紙でのお申し込みは受け付けておりません。
　メールに、①託児希望日時、②託児希望人数（年齢）、③申込
者氏名、④連絡先を記載し、下記担当者までお申し込み下さ
い。折り返し、必要書類等を添付ファイルにてお送りします。
　申し込み期限は、９月２７日（水）です。なお、保育可能人数
を超えた場合は、お断りすることがあります。

８. 予約の変更
　担当者まで速やかにご連絡ください。当日の急な発病によ
るキャンセル、時間変更など、できる限り対応します。

９. 当日の諸注意
　a）受付
　大会受付で託児室利用の旨をお申し出ください。料金のお
　支払いをいただいた後、託児場所にご案内します。
　b）お持ち物
　①保護者の身元が確認できるもの（パスポート、運転免許証、
　　健康保険証、母子手帳など）
　②託児カード（ご記入の上、託児初日にご持参ください）
　③託児に普段使用している物（オムツ、着替え、タオル等）お昼休
　　みに必要な飲み物、お弁当などは保護者の方が準備、管理下さい。
　※託児時間中のおやつ、飲み物（麦茶）、おもちゃは、やまが
　た育児サークルランドが用意しますので、アレルギーがあ
　るお子さんは申込時にお知らせください。
　c）お迎え
　原則としてお預けと同じ方でお願いします。①の身元証明
　をご提示ください。
　d）熱がある場合、体調不良の場合などはお預かりできない
　ことがあります。
　※その他、やまがた育児サークルランドからの「お願い～
　お預けになる保護者の皆様へ」（申し込まれた方に送信致
　します）も併せてご確認願います。

10. お問合せ先（託児申し込み先）
　託児担当係メールアドレス：hsu@human.kj.yamagata-u.ac.jp

※ご不明の点はご遠慮なく大会準備会までお問合せください。



託児室のご案内

今大会では、下記の要領で臨時託児室を開設いたします。託
児を希望される会員は、以下の要領に従ってお申し込みくだ
さい。

１. 依頼先
　本大会準備会は特定非営利活動法人に保育を依頼します。
　特定非営利活動法人　やまがた育児サークルランド
　〒990-0042　山形市七日町１－１－１　Ｎ－ＧＡＴＥ
　保育者２名で保育できる人数までのお預かりになります。

２. ご利用資格
　本大会に参加される会員で、一歳から未就学児までのお子
さまをお持ちの保護者。

３. 臨時託児室開設時間
　１０月７日（土）　９：３０～１８：００
　（昼休み11：40～13：20）
　１０月８日（日）　９：３０～１６：００
　（昼休み12：00～13：00）
　なお、昼休み時間にはお預かりできません。

４. 開設場所
　山形大学小白川キャンパス内に開設します。当日の受付時
にご案内いたします。

５. 料金
　半日（午前のみ、または午後のみ）　：１，５００円
　全日　　　　　　　　　　　　 　：３，０００円
　※当日、受付にてお支払い下さい。

６. 保険
　万が一の事故に備えて、やまがた育児サークルランドが、
財団法人女性労働協会「グループ総合補償保険」に加入して
います。補償については、財団法人女性労働協会「グループ総
合補償保険」の範囲内となります。なお、日本中国学会及び山
形大学は事故等に対する責任を負いかねます。



〈大会会場〉山形大学小白川キャンパス
【JR山形駅から】
○山形駅東口から東方２㎞、徒歩約２５分
○山形駅東口バスターミナルから「ベニちゃんバス東くるりん
　（東原町先回りコース）」に乗り「東－５山大前」下車（約１０分）
○山形駅東口バスターミナルから「宝沢・関沢行きバス」に乗り
　「小白川１丁目」下車（約１０分）　小白川キャンパスまで徒歩７分
○山形駅東口バスターミナルから「県庁行きバス」に乗り
　「南高前」下車（約五分）　小白川キャンパスまで徒歩約７分
○山形駅東口タクシープールからタクシーで「山形大学小白川
　キャンパス正門」まで（約５分）

【仙台駅から】
○仙台駅前から「山形行き」高速バスに乗り「南高前」下車（約５５分）
　小白川キャンパスまで徒歩約７分
○仙台駅から「仙山線山形行き」に乗り「山形駅」下車（約９０分）
　山形駅から上記経路

【山形空港から】
○「山形駅行き」シャトルバスに乗り「南高前」下車（約３０分）
　小白川キャンパスまで徒歩約７分

〈懇親会会場〉山形国際ホテル６階スプレンダー
 〒990-0039 山形市香澄町三丁目４番５号　TEL023-633-3318

〒990-8560　山形県山形市小白川町一丁目4-12
　山形大学　人文社会科学部　西上勝研究室内

日本中国学会第69回大会準備会
TEL／FAX

E-mail　masaru@human.kj.yamagata-u.ac.jp
023（628）4813


